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&
$
1
%
の
支
部
は
コ
ソ
ボ
第
二
の
都
市
で
あ
る
古
都
プ
リ
ズ
レ

ン
に
置
か
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
10
人
ほ
ど
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
院
生

を
相
手
に
集
中
講
義
を
行
っ
た
。
院
生
は
み
な
社
会
人
で
、
そ
の
中

に
国
連
コ
ソ
ボ
暫
定
行
政
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
6
/
.
*
,
）
に
勤
務
す

る
ア
ル
バ
ニ
ア
人
が
い
た
。
彼
の
講
義
後
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
コ
ソ

ボ
紛
争
（
98
〜
99
年
）
前
の
少
年
時
代
に
祖
父
か
ら
聞
か
さ
れ
た
セ

ル
ビ
ア
人
へ
の
不
信
感
と
、
遊
び
仲
間
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
親
友

に
ま
つ
わ
る
自
分
自
身
の
楽
し
い
思
い
出
が
書
か
れ
て
い
た
。
内
容

は
、
憎
し
み
や
不
信
だ
け
を
語
り
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
両
民
族
間
の

信
頼
の
回
復
と
そ
の
た
め
の
平
和
教
育
こ
そ
重
要
だ
と
主
張
す
る
感

動
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
地
域
の
発
展
に
は
観
光
促
進
も
重
要
で
、
西
バ
ル
カ
ン
6
か

国
に
よ
る
地
域
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
&
6
に
い
ち
早
く
加
盟
し

た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
、
西
バ
ル
カ
ン
地
域
の
一
国
だ
っ
た
が
13
年
に

&
6
に
加
盟
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
が
主
導
す
る
「
ブ
ル
ド・
ブ
リ
ユ
ニ・

プ
ロ
セ
ス＊

」
が
始
ま
っ
て
い
る
。
19
年
5
月
に
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
の

首
都
テ
ィ
ラ
ナ
で
6
か
国
の
年
次
首
脳
会
議
が
開
か
れ
て
お
り
、
観

光
に
利
用
す
る
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

対
立
の
記
憶
と
共
生
の
努
力
が
入
り
混
じ
る
多
様
な
〝
最
初
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
〞
の
魅
力
を
実
感
す
る
に
は
、
や
は
り
現
地
に
足
を
運
ぶ
の

が
一
番
だ
。
ビ
ザ
ン
ツ
や
オ
ス
マ
ン
の
文
化
遺
産
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、な
ん
と
い
っ
て
も
、ア
ド
リ
ア
海
の
美
し
さ
や
バ
ル
カ
ン
の
山
々

の
豊
か
な
自
然
に
は
誰
し
も
が
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
バ
ル
カ
ン
半
島
西
側
の
6
か
国
か
ら
な
る
帯
状
の
一
帯
が
、
西
バ

ル
カ
ン
地
域
と
呼
ば
れ
る
。
欧
州
連
合
（
&
6
）
の
統
合
過
程
か
ら

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
で
あ
り
、〝
最
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〞

と
も
称
さ
れ
る
。
し
か
し
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
コ
ソ
ボ
、
北
マ
ケ

ド
ニ
ア
の
5
か
国
と
ア
ル
バ
ニ
ア
か
ら
な
る
こ
の
地
域
に
生
き
る

人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
発
祥
の
地
域
で
あ
り
、

〝
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〞
と
の
意
識
が
強
い
。

　
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
5
か
国
に
は
�
�
�
�
年
代
の
紛
争
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
烈
で
、
い
ま
で
も
多
く
の
人
は
、
こ
の
地
域
は
〝
危
険

地
域
〞
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
抜
け
き
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
日
本

の
本
州
の
面
積
よ
り
狭
い
地
域
に
6
か
国
が
隣
接
し
て
お
り
、
民
族
、

言
語
、
宗
教
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
複
雑
さ
が
原
因

と
な
っ
て
紛
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
も
そ
の

延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
と
、
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
地
域
の
紛
争
は
複
雑
さ
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
外
部
勢
力
や
内
部
の
政
治
勢
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
長
い
歴
史
を
概
観
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
地
域
の
人
々
は
お
た
が
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
知
恵
を
働
か

せ
て
共
生
し
て
き
た
。
複
雑
さ
と
は
多
様
性
と
言
い
換
え
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
人
々
は
む
し
ろ
そ
の
多
様
性
を
ば
ね
に
し
て
、
引
き
起
こ

さ
れ
た
対
立
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

　
コ
ソ
ボ
で
の
私
の
体
験
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
数
年
前
に

私
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
に
本
部
を
置
く
&
$
1
%
（
平
和
と
開
発
の
た

め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
セ
ン
タ
ー
）
内
の
国
連
平
和
大
学
（
本
部
は
コ

ス
タ
リ
カ
）
で
教
え
た
こ
と
が
あ
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
時
代
の

85
年
に
創
設
さ
れ
た
&
$
1
%
は
、
現
在
も
こ
の
地
域
の
平
和
と
安

定
を
目
指
し
て
、
主
と
し
て
大
学
院
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
私
が
講

義
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
テ
ー
マ
は
「
平
和
研
究
と
人
間
の
安
全

保
障
」
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

イラスト●中村知史

プ
ロ
ロ
ー
グ
Vol.  14

〝
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〞

 

　
　
　    

へ
の
誘
い

文
●
柴 

宜
弘

＊
ブ
ル
ド
は
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
ク
ラ
ニ
近
郊
の
町
、ブ
リ
ユ
ニ
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
島
。両

国
の
会
議
開
催
地
の
名
を
付
し
た「
ブ
ル
ド・
ブ
リ
ユ
ニ・
プ
ロ
セ
ス
」
は
�
�
�
�
年
に
始
ま
り
、

�
�
�
�
年
か
ら
は
首
脳
会
議
も
行
わ
れ
て
い
る
。
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復
興
か
ら
成
長
へ

　
欧
州
の
南
東
部
、
ト
ル
コ
と
イ
タ
リ
ア
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
に
囲
ま
れ
た
バ
ル
カ
ン

半
島
は
、
昔
か
ら
民
族
、宗
教
、
言
語
な
ど
が

複
雑
に
絡
み
合
う
地
域
だ
っ
た
。

　
1
9
8
9
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
を

き
っ
か
け
に
、
東
西
冷
戦
時
代
に
東
欧
と
呼

ば
れ
て
い
た
地
域
は
市
場
経
済
へ
の
改
革
が

進
ん
だ
。
か
つ
て
の
東
欧
諸
国
が
次
々
と
欧

州
連
合（
E
U
）
に
加
盟
す
る
な
か
、
北
マ
ケ

ド
ニ
ア
、
コ
ソ
ボ
、
セ
ル
ビ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
西
バ
ル
カ
ン

5
か
国
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
に
よ
り

民
主
化
、
市
場
経
済
化
が
遅
れ
る
と
と
も
に
、

イ
ン
フ
ラ
が
弱
体
化
す
る
な
ど
、
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
ま
た
鎖
国
体
制
を
と
っ
て

い
た
ア
ル
バ
ニ
ア
は
対
外
開
放
政
策
に
転
じ

た
。
そ
ん
な
西
バ
ル
カ
ン
地
域
は
、
紛
争
終

結
か
ら
約
20
年
を
経
て
、
復
興
か
ら
新
た
な

経
済
成
長
へ
の
力
を
増
し
て
き
て
い
る
。

欧
州
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

「
西
バ
ル
カ
ン
地
域
は
欧
州
最
後
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
、
今
、
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
の
は
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
J
E
T
R
O
）
海
外
調
査
部
の
立
川
雅
和

さ
ん
。
同
地
域
は
政
治
・
文
化
・
宗
教
・
民
族

な
ど
が
多
様
な
が
ら
、
人
口
は
約
1
8
0
0
万

人
で
市
場
規
模
は
小
さ
い
。
そ
の
た
め
、

E
U
に
加
盟
す
れ
ば
欧
州
へ
の
拠
点
と
な
り
、

約
5
億
人
の
市
場
へ
の
足
が
か
り
が
生
ま
れ

る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。「
地
域
的
に
欧
州
と

の
つ
な
が
り
が
強
い
の
で
す
が
、
最
近
で
は

中
国
も
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
も
中
立
的
な
立
場
に
あ
る
日
本
が
協

力
先
と
し
て
第
三
の
選
択
肢
と
な
っ
て
い
ま

す
」
と
立
川
さ
ん
。
人
件
費
が
比
較
的
低
く
、

教
育
水
準
も
高
い
た
め
、
矢
﨑
総
業
（
セ
ル
ビ

ア
）
や
平
野
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
（
コ
ソ
ボ
）
な

ど
す
で
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
も
あ
る
。

日
本
と
の
良
好
な
関
係

　
第
2
次
大
戦
後
、
日
本
は
東
欧
で
最
初
に

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
外
交
関
係
を
回
復
し
、

冷
戦
時
代
も
対
立
関
係
は
な
く
、
長
年
よ
い

関
係
が
続
い
て
き
た
。
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
後
も
、

90
年
か
ら
西
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
復
興
・
開
発

へ
多
額
の
経
済
協
力
を
行
っ
て
き
た
た
め
親

日
国
が
多
く
、
日
本
の
支
援
へ
の
期
待
も
大

き
い
。
近
年
は
日
本
企
業
の
進
出
を
望
む
声

が
あ
り
、
J
E
T
R
O
で
も
日
本
企
業
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
る
。「
西
バ
ル
カ
ン
地
域
で
は
技

術
革
新
や
新
規
分
野
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち

上
げ
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
し
、

J
E
T
R
O
で
は
西
バ
ル
カ
ン
地
域
の
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
い

く
つ
か
の
国
に
日
本
か
ら
視
察
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
送
っ
て
い
ま
す
」
と
同
企
画
部
の
小
菅
宏

幸
さ
ん
は
語
る
。

　
課
題
は
あ
る
。
民
主
主
義
や
法
の
支
配
、

人
権
、
市
場
経
済
、
環
境
基
準
な
ど
が
成
熟

し
て
お
ら
ず
、
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

欧
州
を
含
め
同
地
域
の
安
定
は
日
本
に
も
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
各
国
の
要
請
を
受
け
、

日
本
も
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
西
バ
ル
カ
ン
、
欧
州
、
そ
し
て
世
界

の
安
定
と
、
日
本
に
と
っ
て
は
新
た
な
市
場

の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

●国名：セルビア共和国　●首都：ベオグラード
●人口：712万人　●通貨：ディナール
●言語 ：セルビア語、ハンガリー語など
●民族：セルビア人、ハンガリー人、ボスニア人（ムスリム）、
 ロマ、アルバニア人など
●一人当たりGNI：6,390ドル
●おもな輸出品：電気機械、自動車、鉄鋼、ゴム製品、非鉄金属
●おもな輸入品：石油、自動車・自動車部品、電気・工業機械・機器

セルビア
Republic of Serbia

●国名：ボスニア・ヘルツェゴビナ　●首都：サラエボ
●人口：353万人　●通貨：兌換マルク
●言語 ：ボスニア語、セルビア語、クロアチア語
●民族：ボスニア人（ムスリム）、セルビア人、
 クロアチア人
●一人当たりGNI＊：5,690ドル
●おもな輸出品：金属製品、機械類、鉱物・同製品
●おもな輸入品：鉱物、機械類、化学製品

ボスニア・ヘルツェゴビナ
Bosnia and Herzegovina

●国名：アルバニア共和国　
●首都：ティラナ
●人口：286万人　
●通貨：レク
●言語 ：アルバニア語
●民族：アルバニア人
●一人当たりGNI：4,860ドル
●おもな輸出品：繊維、靴、鉱物
●おもな輸入品：機械類、食料
品・飲料・たばこ、繊維

アルバニア
Republic of Albania

●国名：コソボ共和国　●首都：プリシュティナ
●人口：180.5万人　●通貨：ユーロ
●言語 ：アルバニア語、セルビア語
●民族：アルバニア人、セルビア人など
●一人当たりGNI：4,230ドル
●おもな輸出品：プラスチック・ゴム製品、食料
品・飲料・たばこ

●おもな輸入品：鉱物製品、機械類・電気機
器、食料品・飲料・たばこ

コソボ
Republic of Kosovo

●国名：北マケドニア共和国
●首都：スコピエ
●人口：208万人　
●通貨：マケドニア・デナル
●言語 ：マケドニア語、アルバニア語
●民族：マケドニア人、アルバニア人など
●一人当たりGNI：5,450ドル
●おもな輸出品：加工品、化学製品、
燃料・潤滑油

●おもな輸入品：加工品、燃料・潤滑
油、一般機械、輸送機器

北マケドニア
Republic of North Macedonia

北マケドニア

コソボ

モンテネグロ

セルビア
ボスニア・ヘルツェゴビナ

アルバニア

●国名：モンテネグロ
●首都：ポドゴリツァ
●人口：62万人　●通貨：ユーロ
●言語 ：モンテネグロ語、セルビア語など
●民族：モンテネグロ人、セルビア人、
 ボスニア人（ムスリム）など
●一人当たりGNI：8,400ドル
●おもな輸出品：非鉄金属、鉄鋼、
 工業用機械
●おもな輸入品：自動車、電子機械、
 石油・石油精製品

モンテネグロ
Montenegro

＊各国のデータは、外務省ウェブサイト、政府開発
援助（ODA）国別データ集2018、世界銀行サイト、
『バルカンを知るための66章』（柴宜弘 編著、明
石書店）より

グラフ出所 ： ウィーン国際経済研究所データを基にJETRO作成

治山・森林管理を行う現場を調査（北マケドニア）。

サラエボ交通調査対象のトラム
（ボスニア・ヘルツェゴビナ）。

＊  国民総所得、Gross National 
Incomeの略。国の豊かさを測
る経済指標。居住者が国内外
から1年間に得た所得の合計。

国立公園で保
護されたハイイ
ロペリカン（ア
ルバニア）。

中小企業を支援するメンターの育成（モンテネグロ）。

効率的なごみ収集で町を美しく（コソボ）。重厚な街並みと日本との友好のシンボル、黄色いバス（セルビア）。

西バルカン地域への対内直接投資は、2017年には金融危機前
のレベルまで回復。17年は同地域への投資が拡大し、18年にはさ
らに伸びている。
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西バルカン地域の対内直接投資＊の動向
 （2003～2018年、フロー） ＊外国企業からの直接投資

セルビア、北マケドニアの輸出の伸びが著しい。モンテネグロと
コソボは、輸出量自体がまだ少ない。

西バルカン諸国の輸出額
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■ 2018

旧ユーゴスラビア紛争終結から約20年。
今、西バルカン地域が復興を経て、成長へと転じている。

日本ではあまり知られていない西バルカン6か国の現状と魅力、
そしてEU加盟を目標に、国の基盤を整備し、

さらなる経済発展を目指す国 と々日本との関わりを紹介する。

成長力と
魅力に出会う

西バルカン地域特集

04December 2019



首都：
ベオグラード

首都ベオグラードは、旧ユーゴスラビア社会主義連邦共和
国の首都でもあった。2008年の金融危機の影響で経済成
長はマイナスに転じたが、その後は緩やかな回復を続けてい
る。現在EU加盟を目標に国の発展に取り組んでいる。

セルビア共和国 Republic of Serbia

企
業
の
成
功
の
鍵
は

〝
現
場�

従
業
員
〞に
あ
り

　
欧
州
連
合
（
E
U
）
加
盟
を
目
標
に

し
て
い
る
セ
ル
ビ
ア
政
府
に
と
っ
て
、

加
盟
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
一
定

の
政
治
・
経
済
的
条
件
を
満
た
す
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

経
済
の
活
性
化
、
雇
用
創
出
、
貿
易
赤

字
の
緩
和
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
鍵
は
中
小
企
業
と
い
わ
れ
て
い
る
。

セ
ル
ビ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
西
バ
ル
カ

ン
諸
国
で
は
、
国
内
雇
用
の
大
部
分
を

中
小
企
業
が
担
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
そ
こ
で
J
I
C
A
は
2
0
0
6

年
か
ら
セ
ル
ビ
ア
の
中
小
企
業
支
援
に

関
わ
り
、
08
年
か
ら
の
3
年
間
、
経
営

者
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
対
話
を
し
な

が
ら
事
業
向
上
を
後
押
し
す
る
制
度
で

あ
る
メ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
。
改

善
方
法
を
提
示
す
る
だ
け
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
は
異
な
り
、
メ
ン
タ
ー
は
中

小
企
業
に
と
っ
て
心
強
い
サ
ポ
ー
ト
役

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
サ
ー
ビ

ス
を
定
着
さ
せ
る
の
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
で
あ
る
。

　
国
内
の
中
小
企
業
を
対
象
に
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
開
発
庁

（
R
A
S
）
の
ジ
ェ
ガ
ラ
ツ
・
ア
ナ
さ

ん
は
、
J
I
C
A
が
行
う
協
力
に
大

き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

「
わ
た
し
た
ち
R
A
S
は
中
小
企
業

向
け
の
補
助
金
制
度
を
有
す
る
国
内
唯

一
の
機
関
で
す
。
と
は
い
え
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
発
展
に
は
財
務
支
援
だ
け
で
は
な

歴史を感じるベオグラード中心地（左）と郊外の様子
（右）。郊外は山や丘が続き、農産物の栽培に適して
いることがうかがえる。

メンターサービスの際に行うSWOT診断で「強み・弱み・機会・
脅威」の要因を分析、会社の現状を認識してもらう。

左：サービスの認知度アップや普及のためメンターフォー
ラムを開催。注目度が高く、多くの起業家が会場に集まっ
た。右：フォーラムでは、日本流の品質・生産性向上の手
法“カイゼン”の説明も。現地では日本のビジネスノウハウ
への関心が高い。

メンター育成のための座学研修。セルビア人のメンタートレーナーと日本人専門家がメンターサービスにつ
いて解説し、質問にも丁寧に対応する。

メンターサービスを受けた企業には証明
書が発行される。

日本の専門家と共同
で作り上げた、セルビ
ア版メンターサービス
のテキスト。メンタリン
グの手順や方法など
が書かれている。

OJT（オン・ザ・ジョブ・トレー
ニング）研修では製造現場
や店舗などに出向き、オー
ナーだけでなく従業員からも
話を聞き、企業の特徴や課
題を探ることを体験する。

セルビアにとって欧州連合（EU）への加盟は、国内で大多数を占める中小企業が発展する近道。
その鍵は、日本の中小企業支援をベースにカスタマイズされたメンターサービスだ。
このサービスを西バルカン諸国にも広げ、地域全体の発展を目指す。
文●久保田真理　写真●阿部雄介

メンターの活躍で
中小企業を支援

中小企業メンター制度組織化計画
2008年8月～2011年8月
西バルカン地域における中小企業メンターサービス
構築・普及促進プロジェクト（フェーズ2）
2017年9月～2020年8月

案件名
に
あ
る
地
域
開
発
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

局
に
所
属
す
る
6
人
の
メ
ン
タ
ー
と
と

も
に
、
84
社
に
対
し
て
メ
ン
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

「
セ
ル
ビ
ア
人
は
対
話
に
よ
っ
て
気
付

き
と
助
言
を
得
て
い
く
メ
ン
タ
リ
ン
グ

自
体
に
な
じ
み
が
な
く
、
メ
ン
タ
ー
に

な
り
た
て
の
こ
ろ
は
中
小
企
業
が
そ
の

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
で
き
る
か
ど

う
か
不
安
で
し
た
。
そ
れ
を

J
I
C
A
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
企

業
訪
問
に
同
行
す
る
な
ど
し
て
支
え
て

く
れ
ま
し
た
」

　
15
年
に
は
日
本
で
研
修
を
受
け
る
機

地域開発・ヨーロッパ統合局　コーディネーター
マルコビッチ・リリャナさん
ベオグラードで支援を始めて17年目。メンターサービ
スの提供のほか、トレーナーとしてメンター育成も行
い、日本研修にも参加した。「日本では、どんな質問に
も答えてくれるオープンな会社が多く驚きました」。

“人財”の大切さを
伝えたい！

より多くの
企業に向けて

専用の
テキストを作成

セルビ
アの今

く
、
資
金
以
外
の
支
援
も

非
常
に
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
中
小
企
業
支
援
を

60
年
以
上
行
っ
て
き
た
日

本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス

に
、
メ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
セ
ル
ビ
ア
モ
デ
ル
を
確

立
で
き
る
こ
と
は
た
い
へ

ん
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
」
と
話
す
。

　
現
在
セ
ル
ビ
ア
で
は
メ

ン
タ
ー
が
約
70
人
お
り
、

担
当
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
勤

務
。
こ
れ
ま
で
に
約

2
5
0
0
社
の
中
小
企
業

に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
き
た
。

　
そ
の
メ
ン
タ
ー
の
ひ
と

り
、
マ
ル
コ
ビ
ッ
チ
・
リ

リ
ャ
ナ
さ
ん
は
、
セ
ル
ビ

ア
の
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う
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ベオグラード市内で見か
ける2両連結の黄色いバ
ス。120 ～150人ほど乗
車するが、ピーク時には
200人になることもある。

2003年の供与から15年以上経つ。さすがに不具合も増え
てきたが、スタッフは24時間3シフト制で働き、夕方からは
点検、夜には修理作業が行われる。

エンジニアとして32年勤務する
ミヤイロビッチ・スラヴィシャさん。
「点検の際、特にエンジンには細
心の注意を払い、異常が見つかれ
ば夜のうちに修理をして、朝の通
学・出勤には間に合わせます」。

JICA技術協力プロジェクト専門家
平島 淳（ひらしま・じゅん）さん
セルビア、モンテネグロ、北マケドニア、ボスニア・ヘ
ルツェゴビナの4か国を対象に専門家が行うプロジェ
クトに携わる。

会
に
恵
ま
れ
、
11
社
を
訪
問
し
た
。
日

本
の
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
企
業
診
断

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
自
分
の
目
で
確
か
め

ら
れ
た
こ
と
は
、大
き
な
学
び
に
な
っ
た
。

「
特
に
企
業
訪
問
前
の
準
備
で
は
、
目

的
を
明
確
に
し
、
力
を
注
ぐ
項
目
と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
充
て
る
時
間
を
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
実
例
を
多
く
知
り
、

企
業
の
成
功
の
鍵
は〝
現
場=

従
業
員
〞

に
あ
る
こ
と
も
実
感
で
き
ま
し
た
」。

帰
国
後
は
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
訪
問

先
の
企
業
オ
ー
ナ
ー
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
積
極
的
に
従
業
員
と
も
話
を
す
る

機
会
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
セ
ル
ビ
ア
の
問
題
は
、
生
産
管
理
や

人
材
育
成
が
不
十
分
な
こ
と
で
す
。
メ

ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
用
意
し
て
い

る
50
時
間
で
す
べ
て
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
サ
ー
ビ
ス

終
了
後
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
計
画
を

立
て
て
、
そ
の
後
1
年
に
1
度
は
企
業

を
訪
問
し
進
捗
を
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」。
そ
う
し
た
活
動
が
実
を

結
び
、
企
業
に
は
利
益
率
15
パ
ー
セ
ン

ト
ア
ッ
プ
や
雇
用
率
10
パ
ー
セ
ン
ト

ア
ッ
プ
な
ど
の
向
上
が
見
ら
れ
、
導
入

し
た
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
メ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し
て
い
る
と
い
う
。

「
メ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
起
業
し
た
ば

か
り
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
は
生

き
残
る
た
め
の
力
と
な
り
、
既
存
企
業

に
と
っ
て
は
国
際
競
争
力
を
つ
け
る
た

め
の
力
に
な
り
ま
す
」
―
そ
う
ア
ナ

さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
メ
ン
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
企
業
へ
の
働
き
か
け
は
、

こ
れ
か
ら
も
セ
ル
ビ
ア
経
済
の
発
展
を

担
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。

メ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

加
速
す
る

ト
レ
ー
ナ
ー
の
育
成

　
い
ち
早
く
メ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
導

ベオグラード市交通公社（GSP）
ネボイシャ・ゴベダリツァさん（左から2人目）
バス約800台、トラム約150台、トロリーバス約90台を所有するベオ
グラード市交通公社の幹部。「16年前に供与されたバスは、市民
の足としてセルビアの経済発展の助けとなりました。金属部分をはじ
めとする劣化が目立ってきていますが、修理して使い続けます」

セルビアと日本の
友好の印

Yellow Bus

入
し
た
セ
ル
ビ
ア
は
、
そ
の
成
果
を
周

辺
諸
国
に
も
広
げ
て
い
こ
う
と
、
13
年

か
ら
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
と

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
2
国
と
メ
ン
タ
ー
制

度
の
設
計
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
共
有

し
、
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
状
況
に

合
わ
せ
た
メ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
。
加
え
て
各
国
で
も
メ
ン

タ
ー
の
養
成
を
進
め
、
メ
ン
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
加
速
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
リ
リ
ャ
ナ
さ
ん
は
ト
レ
ー
ナ
ー
と

し
て
も
活
躍
中
で
、
座
学
研
修
と
企
業

訪
問
時
の
O
J
T
（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ

ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
ト
レ
ー
ナ
ー

資
格
を
取
得
し
、
17
年
か
ら
対
象
国
に

加
わ
っ
た
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
を
含
め
た
3

か
国
で
メ
ン
タ
ー
育
成
を
担
当
し
て
い

る
。

「
自
身
が
メ
ン
タ
ー
の
勉
強
を
し
て
い

た
と
き
、〝
メ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
基

準
に
従
う
こ
と
、
順
番
通
り
に
実
施
す

る
こ
と
、
報
告
す
る
こ
と
〞
の
三
つ
が

難
し
く
て
苦
労
し
ま
し
た
。
他
国
の
メ

ン
タ
ー
に
は
そ
の
苦
労
を
負
わ
せ
ず
に

知
識
を
吸
収
し
て
も
ら
い
、
い
ち
早
く

メ
ン
タ
ー
に
な
れ
る
よ
う
教
え
て
い
き

た
い
」
と
リ
リ
ャ
ナ
さ
ん
は
話
す
。
ま

た
、
ア
ナ
さ
ん
も
「
セ
ル
ビ
ア
だ
け
で

な
く
、
西
バ
ル
カ
ン
全
体
が
経
済
発
展

し
て
い
く
こ
と
は
各
国
共
通
の
願
い
で

す
。
そ
れ
が
メ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
て
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
、

今
後
の
メ
ン
タ
ー
た
ち
の
活
躍
に
大
き

く
期
待
し
て
い
る
。

各国メンターのつながりも強化

今も大切な交通手段
　バス、トラム、トロリーバスが行き交うベオグラード市内でと
きおり見かける黄色いバスには、セルビアと日本の国旗が掲
げられている。「地元では、これを“日本バス”もしくは、“黄色
いバス”と呼んでいます。2003年に日本から寄贈された93台
のバスのうち、ここでは40台のバスが走っています」と話す
のは、ベオグラード市交通公社（GSP）幹部のネボイシャ・ゴ
ベダリツァさん。新品だったバスも15年以上経って車内外の
あらゆる部分が劣化。順番にメンテナ
ンスに出して部品交換やペンキの塗り
替えを行い、大切に使い続けている。
ここでは、プロ意識の高い約5,800人
のスタッフが働き、公共交通の滞りの
ないサービスを提供し市民の生活を支
えている。

2015年に実施された日本
企業を訪問する研修。2週
間で11社、町工場から電
機部品産業、食品産業な
ど幅広く訪問した。

物流関連企業の現場を訪問。従業員とも直接会って話を
聞くことで、オーナーなど経営陣からの話では見えてこない
課題が初めて浮き彫りになる。

座学研修での様子。メンタートレーナーと日本人専門家に
よりメンターを育成。セルビアのメンターサービスをベース
に、各国の状況をふまえてカスタマイズし、サービスを提供
する。

メンターサービスの提供が始まったばかり。OJT研修でオー
ナーや経営陣からの聞き取りとは別に、従業員からの聞き
取りも行い、双方からの視点を重視する。

出発するよ

車いすもベビーカーも、
規定内のケージに入れたペットも乗車OK！

メンター制度を
地域の国々へ 「セルビアでのサービス導入の成功をもとに、ボスニア・ヘルツェゴ

ビナ、モンテネグロ、北マケドニアにもサービスを拡大しています。中
にはメンターを育成するメンタートレーナーも誕生し、活躍し始めてい
ます。4か国のメンター間で、各国の進捗レポートが毎月共有されるほ
か、連絡会議も年に1度開催され、直接の意見交換の場も大切にし
ています」と平島さん。

セルビア

ボスニア・ヘルツェゴビナ モンテネグロ 北マケドニア

セルビア開発庁（RAS）
国際協力部門部長
ジェガラツ・アナさん
中小企業を財務、非財務の両面からサ
ポート。また、セルビアの企業が国際市
場でビジネスを行うためのサポートも行う。
「産業が確立されている日本のような
国の協力を得て、メンターサービスが地
域のブランド力を押し上げる一助となり、
感謝しています」

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う

特集
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2008年に独立。EU加盟を
目指す同国は自立的な経
済の構築を最優先に進め
たため、都市部では人口
の増加もありごみ処理の
問題が深刻化していた。

コソボ共和国
Republic of Kosovo

美しい町を美しく保つ

首都：
プリシュティナ

プリズレン

効
率
的
に
ご
み
を
回
収

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
同
市
の

区
域
を
五
つ
に
分
け
、
収
集
場
所
と
時

間
を
細
か
く
設
定
し
た
ル
ー
ト
を
作
成

し
た
。「
定
時
に
収
集
車
が
や
っ
て
来

る
こ
と
で
定
期
的
な
ご
み
出
し
に
対
す

る
住
民
の
意
識
が
上
が
り
ま
し
た
」
と

語
る
の
は
同
社
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

管
理
す
る
リ
ザ
ン
・
ポ
ニ
ッ
ク
さ
ん
。

ご
み
収
集
車
に
G
P
S
を
搭
載
し
て

現
在
地
を
把
握
し
、
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク

し
た
な
ど
の
緊
急
事
態
に
も
素
早
く
対

応
し
て
定
時
運
行
に
努
め
て
い
る
。

「
収
集
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
2
0
3
人
の
ス

タ
ッ
フ
と
そ
の
家
族
も
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
て
、
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
プ
リ
ズ
レ
ン
以
外
の

地
域
に
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
広
げ
ら
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
ガ
シ
さ
ん
。

今
後
、
経
済
発
展
と
と
も
に
増
え
る
で

あ
ろ
う
廃
棄
物
処
理
の
問
題
に
、
同
公

社
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
役
立
っ
て

い
く
に
違
い
な
い
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
前
に
は
、
同
市

で
ご
み
収
集
業
務
を
担
う
「
エ
コ
リ
ー

ジ
ョ
ン
公
社
」
は
、
収
集
車
の
老
朽
化

や
財
源
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か

ら
、
ご
み
収
集
を
十
分
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
コ

ソ
ボ
政
府
の
要
請
を
受
け
、
日
本
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
と
同
時
に
無
償
資
金

協
力
も
行
い
、
収
集
車
25
台
を
供
与
し

て
効
率
的
な
収
集
の
実
現
に
努
め
た
。

あ
わ
せ
て
、
廃
棄
物
管
理
計
画
の
立
案

支
援
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
協
力
も
実
施
。

「
新
し
い
収
集
車
に
は
ご
み
を
圧
縮
す

る
機
能
が
あ
り
、
収
集
能
力
が
格
段
に

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
一

度
に
収
集
で
き
る
距
離
が
延
び
て
、
収

集
車
の
1
日
の
稼
働
台
数
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
作
業
の
効
率
化
と
費
用
の

削
減
を
同
時
に
達
成
で
き
ま
し
た
」
と
、

支
所
長
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ガ
シ
さ
ん
は

話
す
。
旧
型
の
収
集
車
は
ご
み
か
ら
も

れ
出
る
液
体
で
道
路
を
汚
す
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
液
体
を
た
め
る
タ
ン
ク
が

付
い
た
機
能
的
な
収
集
車
に
替
わ
っ
た

こ
と
で
、
衛
生
的
な
収
集
業
務
が
実
現

し
た
。

　
収
集
車
は
そ
の
日
の
業
務
を
終
え
て

同
公
社
の
駐
車
場
に
戻
る
と
、
高
圧
洗

浄
機
で
毎
日
隅
々
ま
で
清
掃
さ
れ
、
点

検
で
不
具
合
が
見
つ
か
る
と
倉
庫
に
そ

ろ
え
た
ス
ペ
ア
部
品
で
修
理
が
施
さ
れ

る
。
日
本
人
専
門
家
か
ら
伝
え
ら
れ
た

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
に
従
い
、
ス
タ
ッ

フ
は
作
業
の
要
と
な
る
収
集
車
を
大
切

に
扱
っ
て
い
る
。

急
が
れ
る
経
済
発
展
と

置
き
去
り
に
さ
れ
る

環
境
問
題

　
コ
ソ
ボ
は
、
2
0
0
8
年
に
セ
ル

ビ
ア
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
て
誕
生
し

た
バ
ル
カ
ン
地
域
で
最
も
若
い
国
だ
。

長
年
に
わ
た
っ
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と

セ
ル
ビ
ア
に
経
済
的
に
依
存
し
、
自
立

的
な
経
済
構
造
が
築
か
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
独
立
後
は
経
済
復
興

が
最
優
先
さ
れ
、
環
境
分
野
へ
の
取
り

組
み
に
ま
で
手
が
回
ら
ず
、
特
に
廃
棄

物
処
理
は
深
刻
な
課
題
の
一
つ
だ
っ
た
。

ご
み
収
集
率
が
低
く
街
中
で
不
法
投
棄

が
増
え
、
公
衆
衛
生
が
悪
化
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
J
I
C
A
は
、
コ
ソ
ボ
第

二
の
都
市
プ
リ
ズ
レ
ン
で
廃
棄
物
の
管

理
能
力
を
向
上
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
11
年
か
ら
15
年
ま
で
実
施
し
た
。
そ

の
成
果
と
し
て
、
収
集
車
の
到
着
を
知

ら
せ
る
音
楽
を
聞
き
つ
け
て
住
民
が
コ

ン
テ
ナ
ま
で
ご
み
を
持
ち
寄
る
こ
と
が

習
慣
化
さ
れ
、
市
内
に
ご
み
が
散
乱
し

て
悪
臭
を
放
つ
よ
う
な
環
境
は
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
。

ごみ収集車前に「エコリージョン公社」のスタッフらが集合。現在
203人のスタッフが、プリズレンの生活環境を日々守り続けている。

日本から供与されたごみ収集車のド
アには日本の国旗が印されている。

左：ごみ置き場のコンテナの
統一化を進めたことで、車両
による自動収集ができ、人力
から作業効率が向上。
右：レストランなどが集まる商
業的なエリアでは景観を優先
し、コンテナは置かず到着を
音楽で知らせる。

左：オペレーションスタッフのリザン・ポニックさん（左）とヴェテム・シャラさん。「GPS導入で時間の重要性を学びました」。
右：GPSにより、ごみ収集車の現在地や収集場所での作業時間を記録。

倉庫にはタイヤなどのスペア部
品を備え、トラブル発生時にも
迅速に対応する。

エコリージョン公社 支所長
アルバート・ガシさん
同公社は、プリズレンにおけるゴ
ミ収集サービスのほか、道路の清
掃、除雪作業、公園や河川・湖畔
などの自然環境の清掃も担当す
る。収集率アップのための住民の
理解や意識の醸成にも取り組み、
学校で課外授業を行うこともある。

音楽で
お知らせ

整備も
しっかり

と

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う

特集

自立的な道を歩み始めて10年が経過したコソボ。
課題を克服すべく、生活インフラの整備をはじめ、

雇用促進、民族融和につながる
JICAの協力が実施されている。

文●久保田真理　写真●阿部雄介

生活の基盤を整え
国の発展を

循環型社会へ向けた廃棄物管理能力向上プロジェクト
2011年9月～2015年9月

案件名

CASE 
1

収集率は
ほぼ100%に

コ

ソ
ボ
の今

GPSで管理！
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コソボ ラジオ・テレビ局（RTK）ディレクター長
ロリック・アリファイさん（奥左）
一般チャンネルの「RTK 1」、情報番組チャンネル
の「RTK 3」、アート・文化チャンネルの「RTK 4」の
3つを統括する。「プロジェクト実施後は、技術面や
編集面について異なる民族間でコーヒーを飲みな
がら話をしてより親密になり、番組制作がやりやすく
なりました」。

異
な
る
民
族
が一緒
に
働
く

　
コ
ソ
ボ
の
人
口
比
率
は
92
パ
ー
セ
ン

ト
が
ア
ル
バ
ニ
ア
人
で
、
セ
ル
ビ
ア
人

が
5
パ
ー
セ
ン
ト
、
ト
ル
コ
人
な
ど
の

民
族
が
残
り
の
3
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
る
。
コ
ソ
ボ
紛
争
終
結
か
ら
20
年
、

今
も
な
お
民
族
間
に
は
心
情
的
な
わ
だ

か
ま
り
が
残
る
と
さ
れ
る
。
コ
ソ
ボ
唯

一
の
公
共
放
送
局
で
あ
る
「
コ
ソ
ボ 

ラ
ジ
オ・
テ
レ
ビ
局
（
R
T
K
）」
で
は
、

2
0
1
3
年
に
セ
ル
ビ
ア
人
向
け

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
交
流
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た

と
い
う
。

　
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

偏
っ
た
情
報
は
民
族
融
和
を
阻
害
す
る

と
い
う
考
え
の
も
と
、
15
年
か
ら

R
T
K
が
正
確
・
中
立
・
公
正
な
情

報
を
提
供
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
モ
デ

ル
と
な
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
た
。

特
定
の
民
族
へ
の
偏
り
が
な
い
番
組
制

作
の
た
め
、
日
本
の
番
組
を
教
材
に
し

て
制
作
方
法
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
心
得
を
明
記
し
た

手
帳
も
作
成
。
さ
ら
に
、
放
送
環
境
整

備
に
取
り
組
み
、
R
T
K
が
持
つ
5

チ
ャ
ン
ネ
ル
す
べ
て
の
放
送
設
備
を
統

合
し
た
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
に

よ
っ
て
共
同
制
作
番
組
が
二
つ
誕
生
し

た
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
長
の
ロ
リ
ッ
ク
・

ア
リ
フ
ァ
イ
さ
ん
は
、「
情
報
番
組
の

『
I
n 

F
o
c
u
s
（
イ
ン
・
フ
ォ
ー

カ
ス
）』
は
、
今
で
は
放
送
回
数
が
30

回
を
超
え
、
政
治
や
選
挙
な
ど
の
デ
リ

ケ
ー
ト
な
話
題
も
取
り
扱
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。も
う
一
つ
の『
U
M
A
M
I

（
ウ
マ
ミ
）』
は
、
食
と
野
外
劇
に
関
す

る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。
ど
ち
ら

も
民
族
混
成
チ
ー
ム
で
共
同
制
作
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て

R
T
K
内
で
も
民
族
融
和
の
意
識
が

高
ま
り
、
今
で
は
夕
方
の
時
間
帯
に
8

言
語
に
対
応
し
た
10
分
ず
つ
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
を
企
画
・
制
作
す
る
ま
で
に

な
っ
た
。
よ
り
よ
い
放
送
を
目
指
し
て

正
確
な
情
報
を
伝
え
る
た
め
、
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異
な
る
人
た
ち
が
同
じ

職
場
で
仕
事
に
励
み
、
新
た
な
試
み
を

続
け
て
い
る
。

左 :JICA供与の機材により全チャンネルの放送設備が
統合されたマスターコントロールラウンジ。パソコンによ
る制御システムで操作性がよい。右 :「RTK 2」内のス
タジオ。家庭用モニター6台を組み合わせて巨大モニ
ターとして使用し、コスト削減の工夫をしている。

セルビアに「TOYO TIRE」の欧州工場の設立を発表。2022年から
タイヤ生産を開始し、ロシアやトルコを含む欧州市場の拠点になる。

＊
小
規
模
経
営
で
生
産
量
が
少
な
い
こ
と
。

新鮮なフルーツや野菜などが豊富に並ぶセルビアのマーケットで売られ
ていたラズベリー。国際的にも高い生産量を誇る。

特定の民族への偏りがない中立的な
情報を放送するため、『ジャーナリストハ
ンドブック』を作成。英語、アルバニア
語、セルビア語で記載されている。

三つのチャンネルを
統括

RTK2ディレクター代行
アレクサンドラ・エヴァノビッチさん
2013年に開設されたセルビア人向けチャンネル
「RTK 2」を担当。「RTK 1」と協力しながら番組
制作を行い、国際的なグランプリを受賞した番組
もある。「アルバニア人の間で起きていることや
彼らの主張を番組視聴を通じてセルビア人が知
ることが両民族のつながりを生むと思います」。

番組制作を通じて
育む民族間理解

CASE 
2

コソボ国営放送局能力向上プロジェクト
2015年10月～2019年3月

案件名

　
日
本
と
西
バ
ル
カ
ン
諸
国
間
の
ビ
ジ
ネ

ス
が
徐
々
に
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
2
0
1
6
年
に
「
三
菱
日
立

パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
」
が
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
石
炭
火
力
発
電
所
に
対

し
て
大
気
汚
染
物
質
を
削
減
す
る
装
置
を

供
給
し
、
現
在
セ
ル
ビ
ア
で
も
同
様
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
７

月
に
は
、
弊
社
の
資
本
・
業
務
提
携
先
で

あ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ　
Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
」
が
セ
ル

ビ
ア
に
欧
州
工
場
設
立
を
発
表
し
ま
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
マ
グ

ロ
が
日
本
に
輸
出
さ
れ
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
裾
野
は
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
社
内
で
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
前
の
国
で
大
型

の
投
資
を
す
る
こ
と
を
不
安
視
す
る
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
親
日
的

で
教
育
熱
心
、
倫
理
観
も
高
く
、
日
本
企

業
に
も
仕
事
の
し
や
す
い
国
だ
と
思
い
ま

す
。
セ
ル
ビ
ア
政
府
も
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
見
据

え
、
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
が
厚
く
、
医
農
薬
な
ど
の
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
系
か
ら
、
歴
史
的
に
重
工
業

の
素
地
も
あ
る
自
動
車
関
連
を
は
じ
め
と

す
る
製
造
業
系
ま
で
幅
広
い
分
野
で
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
セ
ル
ビ
ア

産
ワ
イ
ン
の
質
も
高
く
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ワ

イ
ナ
リ
ー＊
と
し
て
日
本
で
も
認
知
度
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
お
試

し
く
だ
さ
い
。

　
セ
ル
ビ
ア
は
E
U
加
盟
を
見
据
え
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
案
件
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

弊
社
も
深
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
首
都
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
で
は
廃
棄
物
処
理
発
電
事
業

の
設
備
建
設
を
開
始
し
、
ま
た
既
存
の
石

炭
火
力
発
電
所
向
け
排
煙
脱
硫
装
置
の

供
給
を
「
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
」

と
履
行
中
で
す
。

　
セ
ル
ビ
ア
は
農
産
物
が
豊
か
な
国
で
、

特
に
ラ
ズ
ベ
リ
ー
や
プ
ラ
ム
・
ス
モ
モ
の

生
産
量
は
国
際
的
に
上
位
に
あ
り
ま
す
。

弊
社
は
子
会
社
を
通
じ
て
フ
ル
ー
ツ
販
売

企
業
に
出
資
す
る
と
と
も
に
、
糖
度
の
高

い
イ
チ
ゴ
の
日
本
向
け
輸
出
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
進
め
る
こ
と
で
、
セ
ル
ビ
ア
お
よ

び
西
バ
ル
カ
ン
諸
国
が
持
つ
大
き
な
可
能

性
を
広
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
暮
ら
し
て
み
る
と
、
セ
ル
ビ
ア
を
は
じ

め
西
バ
ル
カ
ン
諸
国
は
安
全
で
自
然
豊
か
、

教
育
レ
ベ
ル
も
高
く
、
食
べ
物
も
お
い
し

い
と
い
う
非
常
に
住
み
や
す
い
国
で
す
。

一
方
、
幅
広
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紛
争
終
結
以
降
の

情
報
が
な
い
た
め
、
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
の

実
情
が
日
本
人
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
日
本

の
み
な
さ
ま
に
も
セ
ル
ビ
ア
や
西
バ
ル
カ

ン
諸
国
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

三菱商事 ベオグラード駐在事務所長
塚田直城（つかだ・なおき）さん
ソフィア駐在事務所長を兼務。2015年現職に就任。着
任時、セルビアには日本商工会議所も日本人会もなかっ
たが、日本企業のセルビア進出の一助になるとセルビア
日本商工会設立に尽力し、17年に同会を設立した。

伊藤忠商事 ベオグラード事務所長
橋本茂生（はしもと・しげお）さん
2018年4月、現職に着任。セルビアおよび西バルカン諸国
とのビジネスを通じて大きなポテンシャルを感じており、環境
関連や農作物・工業関連等あらゆる分野でのビジネス拡大
に取り組んでいる。

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う

特集

セルビア語
チャンネルを統括

企業が語る
西バルカンの魅力

日本人にはまだまだなじみの薄い西バルカン諸国。
セルビアの首都ベオグラードに事務所を置く企業から見た、現状や魅力とは？

番組制作ではデジタル
化が進んでいるが、イン
フラ整備の遅れにより、
現在でもアンテナ送信
によるアナログ放送を
行っている。

トルコ語、エジプト語、ロマ語を含む8言語による一般チャンネ
ル「RTK 1」の夕方のニュースを担当するスタッフたち。話せる
言語が異なるため苦労はあるが、スタッフ間の情報共有に力
を入れている。

大きな
可能性を持った
環境意識の
高い国です

安全で自然豊かな国々
伊藤忠商事

ビジネスの裾野が広がる
三菱商事

13 December 2019

ビジネスチャンスが
多くあります！
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関
係
者
が
多
い

国
立
公
園
の
管
理

　
環
境
・
生
態
系
保
全
へ
の
世
界
的
な

取
り
組
み
が
進
む
な
か
、
ア
ル
バ
ニ
ア

は
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
に
、

新
し
い
国
立
公
園
の
制
定
や
、
す
で
に

制
定
さ
れ
て
い
る
国
立
公
園
の
拡
大
・

整
備
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
そ
の
ひ
と

つ
が
デ
ィ
ヴ
ィ
ア
カ
・
カ
ラ
ヴ
ァ
ス
タ

国
立
公
園
だ
。
同
国
立
公
園
は
国
と
地

方
自
治
体
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
海
岸
と

ラ
グ
ー
ン＊

、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ

水
道
で
昔
か
ら
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

も
お
り
、
流
れ
込
む
川
の
流
域
に
は
農

家
も
多
い
。
一
方
で
、
ビ
ー
チ
に
は
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
そ
の
た

め
関
係
者
も
環
境
、
水
利
、
農
業
、
水

産
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
利
害
を
う
ま
く
調
整
し
な
が
ら
、
生

態
系
を
保
全
し
て
人
々
の
暮
ら
し
も
向

上
さ
せ
る

│
そ
ん
な
管
理
計
画
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
協
力
を
要

請
さ
れ
た
の
が
日
本
だ
っ
た
。

 

「
ア
メ
リ
カ
な
ど
多
く
の
国
の
国
立
公

園
は
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
国
有
地
で

住
民
は
お
ら
ず
、
管
理
し
や
す
い
と
こ

ろ
が
多
い
。
一
方
で
日
本
の
国
立
公
園

は
ア
ル
バ
ニ
ア
と
同
様
に
国
有
地
と
民

有
地
が
混
在
し
て
い
て
、
地
域
住
民
が

国
立
公
園
内
で
生
活
す
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
利
害
関
係
者
と
の
協
働
管
理
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
り
、
ア

ル
バ
ニ
ア
初
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う

特集

公
園
管
理
計
画
案
を
2
年
半
か
け
て
作

成
し
た
。

　
2
0
1
5
年
に
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
政

府
に
よ
っ
て
同
計
画
案
を
も
と
に
し
た

国
立
公
園
管
理
計
画
が
承
認
さ
れ
、
管

理
が
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
計
画
ど

お
り
の
管
理
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た

た
め
水
質
は
改
善
せ
ず
、
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
て
情
報
共
有
と
調
整
を
行
う

国
立
公
園
管
理
委
員
会
も
開
催
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
実
施
段
階
で
も
助
言

が
ほ
し
い
と
い
う
要
請
に
基
づ
き
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ェ
ー
ズ
2
に
向
け
た

事
前
詳
細
調
査
が
17
年
に
行
わ
れ
た
。

　
調
査
を
担
当
し
た
阪
口
さ
ん
は
、「
ラ

グ
ー
ン
の
水
質
改
善
、
土
砂
の
流
入
防

止
、
漁
業
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
な

ど
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
と
し

て
の
自
然
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
管

理
・
運
営
面
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
と
わ
か
り
ま
し

た
」
と
言
う
。
と
く
に
科
学
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
湿
地
の
状
況
を
把
握
し
、

ど
の
よ
う
な
管
理
が
適
切
な
の
か
を
関

係
者
の
間
で
調
整
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
く
、
生
態
系
を
基
盤
と
し
た
統
合
型

管
理
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

「
公
園
の
自
然
環
境
保
全
と
漁
業
、
農

業
、
観
光
な
ど
が
と
も
に
成
立
し
な
け

れ
ば
、
持
続
可
能
な
公
園
管
理
は
で
き

ま
せ
ん
。
ア
ル
バ
ニ
ア
の
関
係
者
の
間

に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
そ
う
し

た
意
識
が
芽
生
え
て
い
る
の
で
、
今
後

は
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
適
切
な

管
理
に
向
け
て
協
力
を
進
め
ま
す
」。

＊外海から砂洲やサンゴ礁で隔てられた浅い水域。砂洲によって湖沼化した地形は潟（かた）、潟湖（せきこ）と呼ばれる。日本では北海道の
サロマ湖や秋田県の八郎潟などがその好例。ヨーロッパではフランスの地中海沿岸やイタリアのアドリア海沿岸などで見ることができる。

ト
に
な
り
ま
し
た
」
と
、J
I
C
A
の

国
際
協
力
専
門
員
の
阪
口
法
明
さ
ん
は

説
明
す
る
。

日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
協
力

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多
く
の
関
係

者
が
一
緒
に
国
立
公
園
に
つ
い
て
考
え

る
参
加
型
の
公
園
管
理
計
画
の
策
定
を

目
指
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
の
環
境
省

で
長
年
国
立
公
園
管
理
に
携
わ
っ
た
青

山
銀
三
さ
ん
を
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
長
期
に
わ
た
り
ア
ル
バ
ニ
ア
へ

派
遣
。
公
園
内
を
利
用
の
仕
方
に
よ
っ

て
四
つ
の
区
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

適
切
な
管
理
方
法
に
つ
い
て
関
係
者
が

アルバニアの国立公園では、自然環境を保全しながら、
そこに暮らす人々の生活も尊重する、そんな持続可能な
公園管理を目指した協力が継続している。

自然保護と持続可能な
利用の両立

ディヴィアカ・カラヴァスタ国立公園参加型管理による保全と持続的利用プロジェクト
2012年5月～2014年9月

事業名

ディヴィアカ・カラヴァスタ国立公園を
特徴づけているラグーン。

ディヴィアカ・カラヴァスタ国立公園管理事務所長のアルディアン・コチさん（右）と保護されたハイイロ
ペリカンのジョニー。後方にあるのが管理事務所。

公園内で有機農業を営む組合のメンバー。ここでは
スイカが作られている。

ラグーンの海への開口部では伝統的な漁業が行なわれている。

ディヴィアカ・カラヴァスタ国立公園
2007年に国立公園に制定。アドリア海沿岸の河口から
ラグーン、砂丘、その背後の森林（地中海松）と生態
系は変化に富んでいる。カラヴァスタ・ラグーンは、1994
年、湿地保存に関する国際条約であるラムサール条約
の登録湿地となった。絶滅危惧種のハイイロペリカンの
生息地でもある。

JICA国際協力専門員
阪口法明（さかぐち・のりあき）さん

自然と人間が
共生してきた場所です

アル
バニアの今

集
ま
っ
て
議
論
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
公
園
内
で
は
農

薬
を
使
わ
な
い
有
機
農
業
を
推

奨
し
た
。
使
っ
た
農
薬
が
川
か

ら
ラ
グ
ー
ン
に
流
れ
込
み
生
態

系
を
壊
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
で
、
伝
統
的
な
ラ

グ
ー
ン
で
の
漁
業
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。
ほ
か
に
も
、

ラ
グ
ー
ン
に
や
っ
て
く
る
野
鳥

の
種
類
や
数
を
調
べ
る
た
め
に

多
く
の
人
を
募
っ
て
野
鳥
の
実

態
調
査
を
行
う
こ
と
、
観
光
客

が
公
園
の
魅
力
を
体
験
で
き
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
る
こ
と
、
学
校
で
の

環
境
教
育
を
充
実
さ
せ
ラ
グ
ー

ン
の
重
要
性
を
児
童
や
生
徒
た

ち
に
教
え
る
こ
と
な
ど
、
多
く

の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
国
立

首都：
ティラナ

ジョニーはみんなの
アイドルだね

ディヴィアカ・
カラヴァスタ国立公園

国土面積は四国の約1.5 倍。その約 3 分の2は山岳あるいは丘陵地帯
で、残りは沿岸部の海岸と肥沃な平野。生物多様性条約を批准し、2000
年に生物多様性国家戦略および行動計画を策定。その目標に従い、保護
区面積を国土の 5 .8％（2000年）から13 .17 %（2010年）に増やしている。

アルバニア共和国 Republic of Albania

昔からのやり方を
続けているよ



16December 201917 December 2019

首都：
スコピエ

ラドビシュ

洪
水
や
土
砂
災
害
が
多
発

　
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
は
自
然
災
害
が
多
く
、

近
年
は
洪
水
や
土
砂
災
害
が
多
発
し
て

い
る
。
２
０
１
５
年
８
月
、
西
部
の
テ

ト
ボ
市
で
鉄
砲
水
が
発
生
し
７
名
が
死

亡
、
５
０
０
０
人
が
被
災
、
16
年
８
月

に
は
首
都
ス
コ
ピ
エ
市
を
大
洪
水
が
襲

い
、
23
人
が
死
亡
、
約
３
万
人
が
被
災

し
、
住
宅
地
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
農
地

な
ど
に
も
深
刻
な
被
害
を
与
え
た
。

　
そ
こ
で
17
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
の

が
、洪
水
や
土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災・

減
災
能
力
の
向
上
を
目
的
と
す
る

J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
専

門
家
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

稲
田
徹
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
今
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
前
身
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

同
国
の
政
府
機
関
と
森
林
火
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
整
備
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

「
こ
れ
に
よ
っ
て
森
林
の
乾
燥
度
や
火

災
発
生
場
所
を
関
係
機
関
で
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
森
林
火
災
へ
の
対
応

や
防
災
・
減
災
の
能
力
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

と
森
林
公
社
を
相
手
国
機
関
と
し
て
、

森
林
火
災
情
報
シ
ス
テ
ム
に
土
壌
侵
食
、

地
す
べ
り
、
洪
水
な
ど
の
情
報
も
管
理

で
き
る
機
能
を
加
え
、
被
害
の
軽
減
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、
稲
田
さ
ん
は

説
明
す
る
。

森
林
の
力
で
防
災

　
さ
ら
に
、
洪
水
や
土
砂
災
害
の
発
生

そ
の
も
の
を
抑
え
る
た
め
に
、
も
と
も

＊雨水を吸収して水源を保ち、同時に河川の流量を調節すること。

と
生
態
系
が
持
つ
機
能
を
活
用
し
た
防

災
・
減
災（
E
co-

D
R
R
）
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
を
稲
田
さ
ん

は
こ
う
語
る
。「
災
害
の
大
規
模
化
は

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の
影
響

も
あ
り
ま
す
が
、
流
域
の
森
林
が
健
全

に
保
全
さ
れ
ず
、
保
水
力
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ

こ
で
、
森
林
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
森
林
保
全
と
治
山
工
事
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
防
災
・
減
災
す
る
E
c
o-

D
R
R
の
手
法
が
有
効
だ
と
考
え
ら

れ
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
の
一
つ
、
ラ

ド
ビ
シ
ュ
で
は
19
年
２
月
か
ら
森
林
管

理
計
画
の
更
新
と
治
山
工
事
が
進
ん
で

い
る
。災
害
に
対
す
る
森
林
の
機
能（
水

源
涵か

ん

養よ
う
＊や
土
砂
防
備
）
を
生
か
す
た
め

皆か
い
ば
つ伐
面
積
を
少
な
く
し
な
が
ら
、
そ
の

場
所
に
適
し
た
樹
木
を
育
て
る
計
画
に

更
新
。
同
時
に
植
林
な
ど
を
実
施
し
た

結
果
、
森
林
の
保
水
力
が
上
が
り
、
土

砂
く
ず
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の
防
止
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
植
林
に
よ
り
ど
の
程
度
保

水
力
が
上
が
っ
て
い
る
か
を
調
査
す
る

た
め
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
機
材
を
６
か
所

に
設
置
し
た
。
水
と
土
壌
、
両
方
の
流

出
量
を
観
測
す
る
も
の
で
、
デ
ー
タ
は

森
林
公
社
が
収
集
。
大
学
と
協
同
で
解

析
し
、
洪
水
や
土
砂
災
害
に
対
す
る
森

林
の
効
果
を
測
る
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了
後
も
大
学
で
の
研
究
が
続
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
稲
田

さ
ん
は
今
後
の
展
開
に
期
待
す
る
。

適切な森林管理が
災害を防ぐ

洪水や土砂災害が頻発する北マケドニアで、森林の保水力を
取り戻し防災につなげる挑戦が始まっている。

森林火災危機管理能力向上プロジェクト　
2011年5月～2014年5月
持続的な森林管理を通じた、生態系を活用した
防災・減災（Eco-DRR）能力向上プロジェクト
2017年11月～2022年10月

案件名

治山工事が行われる予定の山をドローンで撮影。こうした画像から詳細なデジ
タル地形モデルを作成し、治山工事の範囲や施工方法の検討に利用する。

専門家として
北マケドニアで

活動する稲田さん。

左：京都・嵐山での研修。右：西バルカン諸国の担当者が集まるセミナーでプロジェクトの現場を訪問。

危機管理センター長官 プロジェクトディレクター
アグロン・ブジャクさん（左）
「防災・減災のためにはマケドニアの諸機関、住民と協働し
て活動することが重要だと感じています。今後も危機管理
センターの総力を挙げて取り組んでいきます」

危機管理センター分析評価戦略計画局長
プロジェクトマネージャー
ステフコ・ステファノスキさん（右）
「森林火災危機管理能力向上プロジェクトのときから引き続
き、今回のプロジェクトでもシステム開発を担当しました。森
林火災だけでなく、洪水、土砂災害へと取り組みが広がって
います。私たちの国に本当に必要なシステムとして育ってい
くと感謝しています」

森林保全と治山技術で
災害を防ぎます

北マ
ケドニアの今

日
本
の
経
験
を
生
か
し

還
元
を
目
指
す

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
19
年
11
月
に

Eco-

D
R
R
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
北
マ

ケ
ド
ニ
ア
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

広
く
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
22
年

に
は
最
終
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

「
バ
ル
カ
ン
半
島
は
多
く
の
山
地
や
河

川
が
複
雑
に
入
り
組
み
、
関
連
性
が
強

い
た
め
地
域
全
体
で
防
災
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ

か
け
に
、
各
国
で
E
c
o-

D
R
R
の

考
え
方
の
普
及
や
具
体
的
な
施
策
に
つ

な
が
れ
ば
」
と
稲
田
さ
ん
は
語
る
。
４

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
北
マ
ケ
ド
ニ

ア
の
防
災
担
当
者
が
、
西
バ
ル
カ
ン
諸

国
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
を
訪

れ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
と
国
際

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
案
内
を
行
っ
た
。
ど

の
国
も
森
林
管
理
や
防
災
対
策
に
同
様

の
課
題
を
抱
え
て
い
て
、
関
心
は
高

か
っ
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
地
域
で
は
住

民
た
ち
へ
E
co-

D
R
R
の
啓
発
活
動

も
行
わ
れ
、
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
日
本
は
急
峻
な
山
が
多
く
、

毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
や
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
経
験
を
ふ
ま
え
て
備
え

も
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
本
の
知

見
を
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
生
か
す
と
同
時
に
、

当
地
で
の
経
験
を
日
本
へ
も
還
元
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

Eco-DRRは自然を生かした防災
　2011年ごろから、自然環境の劣化が災害リ
スクを高めているとの報告が国際的になされる
ようになり＊、環境保全、気候変動対策、防災・
減災は密接に関係があるため、統合的に取り
組む必要があると指摘されてきた。
　そこで出てきたのが「生態系を活用した
防 災・減 災（Ecosystem-based disaster risk 
reduction:Eco-DRR）」という考え方だ。

　自然を利用した防災は、歴史的に日本を含
めた世界中で行われてきた。たとえば、日本で
もよく見られる防風林はEco-DRRの一例で、
スロベニアから北マケドニアまでの西バルカン
地域にも存在する。自然を利用した防災・減
災の取り組みを昔から行ってきた日本は、Eco-
DRRの経験・事例が他国と比べて多い。その
知見は、途上国でも生かされていく。

＊UNEP and CNRD（2014）The Ecosystem-based Disaster Risk Reduction, Case Study and Exercise Source Book

左：保水力の観測施設。右：土砂をせき止め、山を安定させるチェックダム。

山の保水力を
観測中！

森林公社副社長 兼森林管理計画部長
ミレ・トライノビッチさん
「日本での研修で治山などの事例を視察し、森
林を含む流域をデザインする機関の必要性を感
じています」

1991年旧ユーゴスラビアより独立。国土面積は
九州の約3分の2。その約8割が山岳・丘陵地
帯で、森林が約4割。毎年のように洪水や森林
火災、集中豪雨に伴う土砂災害、寒波・熱波な
どの自然災害が発生している。

北マケドニア共和国
Republic of North Macedonia

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う

特集

同じような状況が
われわれの国にもある



サラエボ中央駅

イリージャ駅

旧市街地

サ
ラ
エ
ボ
公
共
交
通
の
課
題

　
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
首

都
サ
ラ
エ
ボ
は
、
日
本
の
長
崎
市
の
よ

う
な
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
街
だ
。
丘
の
斜

面
を
下
り
た
と
こ
ろ
に
市
街
地
が
形
成

さ
れ
、
西
の
イ
リ
ー
ジ
ャ
と
東
の
旧
市

街
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
幹
線
道
路
が
走
り
、

基
幹
交
通
軸
と
し
て
サ
ラ
エ
ボ
県
公
共

交
通
公
社
（
G
R
A
S
）
が
ト
ラ
ム
と

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
、
バ
ス
お
よ
び
ミ
ニ
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
。
人
々
は
斜
面
の

住
宅
地
か
ら
、
ミ
ニ
バ
ス
に
乗
っ
て
幹

線
道
路
へ
下
り
、
そ
こ
で
ト
ラ
ム
や
ト

ロ
リ
ー
バ
ス
、
路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え
、

目
的
地
へ
向
か
う
と
い
う
移
動
方
法
を

取
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
の
経
済
停
滞
や
、

G
R
A
S
の
経
営
難
な
ど
の
理
由
に

よ
る
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
他
国
か
ら
提
供

さ
れ
た
中
古
の
ト
ラ
ム
や
バ
ス
車
両
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
部
品
が
メ
ー

カ
ー
ご
と
に
異
な
り
修
理
も
困
難
だ
。

新
車
へ
の
更
新
も
ま
ま
な
ら
な
い
た
め
、

運
行
台
数
や
運
行
頻
度
が
維
持
で
き
な

く
な
り
、朝
夕
の
通
勤・帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ

時
の
ト
ラ
ム
で
は
乗
客
が
乗
り
切
れ
な

い
積
み
残
し
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、

バ
ス
も
混
雑
が
常
態
化
し
て
い
る
。
公

共
交
通
が
人
々
に
と
っ
て
不
便
な
乗
り

物
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
自
家
用

車
の
利
用
が
増
加
し
て
、
交
通
渋
滞
や

大
気
汚
染
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
。

バス調査に協力してくれた
高校生、ネジャド・ベウスさ
ん。現地の人々からの協
力は必須だ。

日本工営 海外事業本
部の後

うしろおか
岡寿成さん（上）

と内田正吾さん（下）。

日
本
の
協
力
が

経
営
再
建
の
鍵
に

　
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
目
指

す
サ
ラ
エ
ボ
県
交
通
省
と
G
R
A
S

か
ら
要
請
を
受
け
た
J
I
C
A
は
、

2
0
1
9
年
2
月
か
ら
調
査
を
実
施

し
た
。
調
査
を
請
け
負
っ
た
日
本
工
営

の
白
石
悦
二
さ
ん
と
内
村
圭
佑
さ
ん
は
、

「
そ
も
そ
も
路
線
図
が
存
在
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
利
用
者
に
と
っ
て
の
利
便
性

は
も
と
よ
り
、
路
線
図
は
重
要
な
資
料

な
の
で
、そ
の
作
成
か
ら
始
め
ま
し
た
」

と
話
す
。
二
人
は
ト
ラ
ム
や
バ
ス
な
ど

の
交
通
機
関
に
く
ま
な
く
乗
り
、
路
線

や
停
留
所
、
交
通
結
節
点
の
位
置
、
運

行
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
車
両
の
状

態
や
ト
ラ
ム
の
軌
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
ま

で
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
現
在
の

G
R
A
S
が
有
す
る
輸
送
力
や
乗
降

客
数
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
非

効
率
な
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、

路
線
図
だ
け
で
な
く
時
刻
表
も
提
示
し

な
い
情
報
提
供
不
足
な
ど
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

　
調
査
中
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

バ
ス
の
記
録
写
真
を
撮
影
し
て
い
た
内

村
さ
ん
に
現
地
の
男
子
高
校
生
が
声
を

か
け
て
き
た
の
だ
。
聞
く
と
バ
ス
マ
ニ

ア
と
の
こ
と
。「
そ
の
高
校
生
は
『
町
を

よ
く
す
る
た
め
に
自
分
も
協
力
し
た
い
』

と
申
し
出
て
く
れ
て
、
私
た
ち
が
現
地

に
い
な
い
間
も
彼
は
バ
ス
に
乗
り
続
け
、

後
日
、
分
厚
い
レ
ポ
ー
ト
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
」
と
内
村
さ
ん
は
笑
顔
で
話

す
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
も
活
用
し
路
線
図

は
驚
く
ほ
ど
正
確
な
も
の
に
な
っ
た
。

　
完
成
し
た
路
線
図
と
作
成
の
過
程
で

得
た
情
報
は
、
サ
ラ
エ
ボ
の
交
通
問
題

の
改
善
を
支
援
す
る
イ
ギ
リ
ス
等
の
機

関
に
も
共
有
さ
れ
た
。「
交
通
戦
略
を

立
て
や
す
く
な
る
」「
ど
の
路
線
に
何

台
の
バ
ス
を
増
や
せ
ば
い
い
か
車
両
購

入
計
画
の
参
考
に
な
る
」
と
、
そ
の
有

用
性
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
乗
降
客
数
の
需
要
調
査
を
全
路
線

で
行
い
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に

日
本
式
の
運
行
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
効
率
的
な
交
通
の

実
現
に
向
け
た
協
力
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
予
定
だ
。

首都：
サラエボ

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う

特集

日本工営
白石悦二（しらいし・えつじ）さん（右）
内村圭佑（うちむら・けいすけ）さん（左から2人目）
開発・建設コンサルティング事業を行う日本工営の福
岡支店に勤め、国内事業を担当。本プロジェクトでは日
本国内の知見を持つ同支店の吉富 実さん（右から2
人目）、林 遼平さん（左）らも加わり、海外事業本部と
連携し綿密な調査を行った。

経営再建を
目指して

今年の 6 月、日本のバス事業のサービス向上・経営改善を伝えるセミナー
をサラエボで開催。参加した約200人に路線図を配付した。

サラエボは約44万人が暮らすボスニア・ヘ
ルツェゴビナ最大の都市。「2020年までの
開発計画」では、トラムやトロリーバス、路
線バスなどの公共交通の改善が目標にあげ
られている。

ボスニア・ヘルツェゴビナ
Bosnia and Herzegovina

サラエボを走る交通機関。トラムとトロリーバス、バスはおもに幹線道路を中心に走り、ミニバスは斜面住宅地をおもに行き来する。
他国から供与された中古車両が多く、さながらトラムやバスの“ミュージアム”のようだ。

市民や旅行者に親しまれる路線図に
サラエボの1日当たりのトラム、トロリー
バス、バス、ミニバスの利用者数は約
25万人。路線図が活用されれば、よ
り効率的で便利になることが期待され
る。また観光マップとしても利用でき、

観光都市サラエボを訪れる旅行者の
公共交通の利用促進にもつながる。

路線図とともに
ポストカードも
製作された。

ボスニア・ヘルツェゴビナの首都サラエボは、
1990年代の紛争によって公共交通網も被害を受けた。

立ち直りを図る交通公社を、JICAが路線図の作成を通じてサポートする。
文●松井健太郎

公共交通の
要となる

路線図をつくる
サラエボ県の公共交通にかかる情報収集・確認調査
2019年2月～2020年1月

案件名

ボスニア・

ヘル
ツェゴビナの今

サラエボ国際空港

18December 201919 December 2019



北マケドニアの
伝統鉄細工

「フィリグリー」。

さ
ま
ざ
ま
な
見
ど
こ
ろ

 

〝
文
明
の
十
字
路
〞
と
呼
ば
れ
る
バ
ル

カ
ン
地
域
に
は
、
遺
跡
や
景
勝
地
な
ど

の
観
光
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
て
い
る
。

「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
帝
国
、
ロ
ー
マ
帝
国
、

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
な
ど
、
こ

の
地
域
は
数
々
の
異
な
る
王
権
に
支
配

さ
れ
て
き
た
た
め
、
東
西
の
文
化
が
混

在
し
た
独
特
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
西
バ
ル
カ
ン
地
域

の
観
光
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た

J
I
C
A
専
門
家
の
牧
野
貴
彦
さ
ん
。

「
食
文
化
を
例
に
と
っ
て
も
、
ス
ラ
ブ

系
民
族
の
食
文
化
や
地
中
海
・
小
ア
ジ

ア
地
域
の
影
響
が
混
じ
り
合
っ
た
、
こ

の
地
域
な
ら
で
は
の
料
理
が
た
く
さ
ん

西バルカン地域
成長力と魅力に出会う

特集

あ
り
ま
す
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か

ら
続
く
ワ
イ
ン
造
り
も
盛
ん
で
、
た
と

え
ば
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
ヴ
ラ
ナ
ッ
ツ
な

ど
自
生
種
を
使
っ
た
銘
酒
は
美
味
。
バ

ル
カ
ン
地
域
は
〝
グ
ル
メ
旅
〞
に
も
お

す
す
め
で
き
ま
す
」。

　
手
つ
か
ず
の
自
然
も
バ
ル
カ
ン
地
域

の
魅
力
だ
。「
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
世

界
的
な
人
気
を
得
る
ア
ド
リ
ア
海
の

島
々
や
海
岸
線
、
渓
谷
や
山
峰
の
雄
大

な
景
色
、
そ
し
て
〝
美
し
く
青
き
ド
ナ

ウ
〞。
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
国
定
公
園
も
あ
り
、

ア
ウ
ト
ド
ア
派
も
大
満
足
の
旅
が
で
き

る
は
ず
で
す
」。
バ
ル
カ
ン
地
域
の
美

し
い
自
然
は
、
平
和
な
時
代
の
象
徴
で

も
あ
る
。
E
U
加
盟
を
目
指
す
国
々

が
環
境
保
護
の
国
際
化
を
進
め
る
な
か
、

ド
ナ
ウ
川
保
護
協
定
な
ど
の
国
境
を
超

え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
歴
史
的
に
対
立

し
て
い
た
国
々
の
橋
渡
し
役
に
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
併
せ
持
つ
バ
ル
カ

ン
地
域
は
今
、〝
次
の
目
的
地
〞
と
し

て
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
2
0
1
6
年
の
日
本
人
の
海

外
旅
行
者
数
1
7
0
0
万
人
の
う
ち
、

バ
ル
カ
ン
地
域
を
訪
れ
た
の
は
わ
ず
か

2
万
人
あ
ま
り
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
そ

の
魅
力
が
日
本
に
十
分
に
伝
わ
っ
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
。
本
格
的
な
ブ
ー

ム
が
到
来
す
る
前
に
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
魅
力
を
先
取
り
し
て
お
き
た
い
。

バルカン室内管弦楽団～民族共栄のハーモニー
　日本人指揮者の柳澤寿男さん
は、バルカン半島の民族共栄を
願って2007年にバルカン室内管
弦楽団を設立。多民族からなるメン
バーは初めあいさつすらままならな
かったが、音楽を通じて心を通わせ

られるようになっていったという。現
在まで、影響力を拡大しながら世界
各地で精力的に公演し、ここ数年
は来日公演も行っている。平和へ
の祈りが込められたその演奏を、国
内でも鑑賞可能だ。

1804年、カラジョルジェはこの小さな町でオスマン・トルコ帝
国への最初の反乱を起こした。丘の上のオプレナツ教会は
後にセルビア王家となったカラジョルジェ家を祀っており、豪
華な霊廟や精巧なモザイク画が有名。裏には王家のブドウ
園があり、ワインを生産している。のどかな景色と王家のワイ
ンを楽しみながら、興亡の歴史に思いを馳せるのもよい。

樹齢数百年を超えるモミやネズの原生林が広がる“ヨーロッ
パ最後の秘境”。390km2におよぶ大自然に2,000mを超え
る山々が48峰もあり、氷河がつくり出したダイナミックな眺
望を求めて多くの観光客が訪れる。全長93km、深さは最大
で1,300mにも達するタラ渓谷では、絶景に囲まれながらラ
フティングや川遊びを楽しめる。

オスマン・トルコ帝国時代に建てられた石造りの
家 が々山の斜面を覆う世界遺産の町。町の起源
は紀元前4世紀まで遡り、その独特の景観から
“千の窓の町”や“2,400歳の博物館”と呼ばれて
いる。ベラト城内には東ローマ帝国時代の遺跡や
教会があり、今でも100人近い人が住んでいる。
時が止まったような歴史の重みを感じられる。

首都プリシュティナは東ローマ帝国
時代の6世紀に交易都市として発展
した。新旧入り交じる町なかにはモス
クと教会がともに建ち並び、前衛的
なデザインが目を引く国立図書館や
人々でにぎわうマーケット、オスマン・
トルコ帝国時代の旧市街など魅力が
満載。町を歩けば現地の人たちが人
懐っこい笑顔を向けてくれるだろう。

新約聖書の一部が書かれたとされる北マケドニ
ア。その“古代都市”オフリドには初期キリスト教の
遺跡や墓所があり、365もの教会が点在する。オフ
リド湖のビーチでは地中海性の温暖な気候のなか
で湖水浴が楽しめ、湖で捕れるマスは特においしい
と評判だとか。城塞や伝統的な家屋が建ち並ぶ石
畳の街路など見どころが多い。

平和の象徴

絶景を満喫！

JICA専門家
牧野貴彦（まきの・たかひこ）さん

観光の魅力が
いっぱい

平和を取り戻した西バルカンの国々は観光開発に力を入れている。
各国政府からの要請を受けて「広域観光アドバイザー」を務めた牧野貴彦さんに、

この地域の魅力を巡るルートを教えてもらった。

観光開発の専門家が解説！
“文明の十字路”バルカンを知る

情報提供●朝日旅行

バルカン地域のオーブン料理。

世界遺産の町

セルビアの
民族衣装。

アルバニアの
民族衣装。21 December 2019 ●トポラ（p.20 写真）：Emiliya Radeva / Shutterstock.com

モスタル

ドゥルミトル

トポラ
セルビア

コソボ 

北マケドニア

アルバニア

モンテネグロ

ボスニア・
ヘルツェゴビナ

秘境アウトドア体験
2 モンテネグロ／ドゥルミトル国立公園

信仰が息づく
童話のような町
4 北マケドニア／オフリド

オスマン・トルコ帝国の遺産
3 アルバニア／ベラト

持続可能な観光振興の仕組みづくり
を、日本の観光地の運営方法の紹介や
観光客誘致のためのプレスツアーの実
施、プロモーション戦略の策定などを通
じて支援してきました。魅力いっぱいの
バルカンへ、ぜひ遊びに来てください。

フレンドリーなコソボを体験
5 コソボ ／プリシュティナ

セルビア王朝
ゆかりの地
6 セルビア／トポラ

オフリド4

プリシュティナ
5

ベラト3

2
1

6

首都サラエボの南西約70km、異国情緒たっぷりの古都
モスタルは、オスマン・トルコ帝国の国境の町として栄え
たヘルツェゴビナ地方最大の都市。町のシンボルである
アーチ型の石橋は1990年代の紛争によってトルコ風の
町並みともども破壊されたが、2004年にユネスコの協力
で修復・再建され、翌年に世界遺産に登録された。

エキゾチックな古都
1 ボスニア・ヘルツェゴビナ／モスタル

モンテネグロの銘酒、
「ヴラナッツ」と料理。



上：2017年のモスタル訪問時に子どもたちを指導する宮本さん。
下：「マリモスト」は現地語で“小さな橋”の意味。モスタル市のネレト
バ川に架かる、民族間をつなぐ「スタリモスト」という名の象徴的な橋
がその名称の由来。

Message from Tsune
仲間と協力し合い、相手の選手やチー
ムメイトをリスペクトし合うスポーツに
は、国境や民族の壁を超えて人々を結
びつける力があることを信じています。
一生懸命にボールを追いかける子ども
たちの顔からは、民族の違いによる偏
見や対立感情を感じることはありませ
ん。彼らが大人になってからも友好を
深め、平和なよりよい社会を築いてくれ
ることを願っています。

宮本恒靖（みやもと・つねやす）さん
元サッカー日本代表主将。2002年日韓大会、06年ドイツ大会と2度のW杯に
出場。現役引退後にFIFAマスターに留学し、帰国後はJFA国際委員、Jリーグ
特任理事などを務めた。18年よりガンバ大阪監督。

分
断
さ
れ
た
街
モ
ス
タ
ル
を

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
ぐ

　
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
主
将
の
宮
本

恒
靖
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

「
マ
リ
モ
ス
ト
」
を
設
立
す
る
た
め
に

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
南
部
の

街
モ
ス
タ
ル
を
初
め
て
訪
問
し
た
の
は

2
0
1
4
年
2
月
。
そ
の
後
、
多
く
の

関
係
機
関
と
の
調
整
を
重
ね
、
マ
リ
モ

ス
ト
は
16
年
10
月
に
本
格
的
に
活
動
を

開
始
し
た
。
宮
本
さ
ん
は
現
役
引
退
後

の
12
年
に
F
I
F
A
（
国
際
サ
ッ
カ
ー

連
盟
）
が
主
宰
す
る
修
士
課
程

「
F
I
F
A
マ
ス
タ
ー
」
に
進
学
。
グ

ル
ー
プ
で
作
成
し
た
修
士
論
文
で
、
民

族
融
和
を
図
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

に
つ
い
て
研
究
し
た
の
が
マ
リ
モ
ス
ト

設
立
の
き
っ
か
け
だ
。

　
1
9
9
2
〜
95
年
の
ボ
ス
ニ
ア
紛
争

が
終
結
し
て
20
年
以
上
経
っ
た
現
在

も
、
同
国
で
は
ボ
ス
ニ
ア
人
（
ム
ス
リ

ム
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
セ
ル
ビ
ア
人

な
ど
の
民
族
間
に
対
立
感
情
が
残
っ
て

い
る
。激
戦
地
だ
っ
た
モ
ス
タ
ル
で
も
、

街
の
中
央
を
流
れ
る
ネ
レ
ト
バ
川
の
西

側
に
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
東
側
に
ボ
ス
ニ

ア
人
、
郊
外
に
セ
ル
ビ
ア
人
と
そ
れ
ぞ

れ
に
居
住
区
が
分
か
れ
て
い
る
。
学
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
異
な
り
、
子
ど
も

た
ち
が
他
の
居
住
区
と
行
き
来
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
。
街
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
も
民
族
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
る

た
め
、
他
民
族
の
子
ど
も
た
ち
が
仲
良

く
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

“ともにボールを追いかける経験が平和への礎になる”

　
宮
本
さ
ん
ら
が
設
立
し
た
マ
リ
モ
ス

ト
は
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
子
ど
も
た
ち

を
平
等
に
受
け
入
れ
て
い
る
の
が
大
き

な
特
徴
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
区
の
小

学
校
で
説
明
会
を
行
っ
た
り
、
チ
ラ
シ

を
配
っ
た
り
し
て
子
ど
も
を
集
め
、
現

在
は
5
歳
か
ら
14
歳
ま
で
の
90
人
弱
が

通
う
。
そ
し
て
異
な
る
民
族
の
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、

垣
根
を
超
え
て
友
達
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
マ
リ
モ
ス
ト
の
活
動
を
支
援
す
る

N
P
O
法
人Little Bridge

の
代
表

理
事
・
樋
口
昌
平
さ
ん
は
「
も
と
も
と

子
ど
も
た
ち
自
身
は
、
民
族
の
違
い
を

意
識
す
る
こ
と
は
な
い
と
私
た
ち
は
考

え
て
い
ま
す
。
成
長
す
る
に
し
た
が
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
要
因
に
よ
っ
て

徐
々
に
違
い
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。
小
さ
な
頃
か
ら
他
民
族
の
子

と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
自
然

に
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
対
立
感
情
は
生
ま
れ
な
い
と

思
い
ま
す
」
と
説
く
。

紛
争
を
経
験
し
た

親
世
代
が
一
致
団
結

　
マ
リ
モ
ス
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
紛
争
を
経
験
し
た
親
世
代
の
融

和
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
日
本
の
支
援
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
は
、
子
ど
も
の
送
迎
に

来
た
親
同
士
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
会

話
す
る
機
会
も
増
え
、
保
護
者
同
士
で

フ
ッ
ト
サ
ル
も
楽
し
む
よ
う
に
な
っ

た
。
18
年
に
日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
現
地
を
訪
問
し
た
と

き
は
、
親
同
士
が
「
お
世
話
に
な
っ
た

日
本
に
恩
返
し
を
」
と
、
民
族
を
超
え

て
協
力
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ

を
開
い
て
歓
迎
し
た
。
18
年
か
ら
は
、

モ
ス
タ
ル
周
辺
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
が
民
族
に
関
係
な
く
集
ま
っ
て
対
戦

す
る
「
マ
リ
モ
ス
ト
カ
ッ
プ
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
に
も
そ
の
活
動
は
認

知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

「
マ
リ
モ
ス
ト
に
来
て
い
る
子
た
ち

は
、
他
民
族
の
子
も
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
大
人

に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
う
い
う
体
験
を

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
た

ち
の
願
い
で
す
」
と
、
樋
口
さ
ん
は
未

来
を
見
据
え
て
い
る
。

特別
レポート

文●光石達哉

マリモスト
いまだ民族感情のわだかまりが残るボスニア・ヘルツェゴビナに、
子どもたちが民族の垣根を超えて通うスポーツアカデミーがある。

立ち上げから3年の今、現地語で“小さな橋”と名付けられた
その取り組みは地域へと広がり大人たちをも結びつけようとしている。

元サッカー日本代表
宮本恒靖が架けた“希望の橋”

上：「子どもたちに視野を広げてほしい」という思いから、2017年にはマリ
モストの子どもたちを日本に招待した。
下：18年夏に日本の子どもたちがマリモストを訪れた際には、民族の異な
る保護者たちが団結して子どもたちをバーベキューでもてなした。

モスタル

ボスニア・
ヘルツェゴビナ

民族が違っても
みんな友達

22December 201923 December 2019



首都 ： ベオグラード

セルビア

ア
で
の
障
害
児
・
者
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
余
暇
支
援
、
選
手
育
成
で
し
た
。

同
国
に
は
障
害
児
・
者
へ
の
理
解
や
社

会
参
加
の
機
会
が
少
な
い
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
私

が
大
学
や
ス
ポ
ー
ツ
で
学
ん
だ
こ
と
が

役
立
つ
と
同
時
に
、
彼
ら
と
の
関
わ
り

で
自
分
も
成
長
で
き
る
の
で
は
と
考
え

て
応
募
し
ま
し
た
。

　
今
年
1
月
か
ら
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
隊
員
と
し
て
の

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
協
会
の
同
僚

と
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
巡
回
し
、

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
水
泳
や

空
手
、
テ
ニ
ス
、
子
ど
も
向
け
の
運
動

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
泳

や
空
手
は
セ
ル
ビ
ア
人
の
指
導
者
が
い

ま
す
が
、
テ
ニ
ス
の
指
導
が
で
き
る
の

は
私
だ
け
。
協
会
で
は
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
の
支
援
活
動
に
取
り
組
め
た
と
喜
ん

で
も
ら
え
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
指
導

内
容
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に
同

僚
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
新
し
い
練
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
利
用
者
に
は
、後
天
的
な（
た

と
え
ば
病
気
や
交
通
事
故
な
ど
に
よ

る
）
障
害
の
あ
る
人
も
多
く
、
私
に
は

新
し
い
試
み
と
な
る
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
指
導
や
支
援
に
つ
い
て
本
人
や
ご

家
族
、
同
僚
ら
と
一
緒
に
考
え
て
い
く

よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
行
わ
れ
た
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
・
マ

ラ
ソ
ン
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
車

い
す
の
利
用
者
と
一
緒
に
参
加
し
、
完

　
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
幼
い
頃
か
ら

テ
ニ
ス
や
空
手
、
水
泳
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。
特
別
支
援
学
校
教
諭
だ
っ
た
両

親
の
影
響
で
、
大
学
で
は
特
別
支
援
教

育
を
専
攻
。
学
生
の
頃
は
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
、
部
活
で
取
り
組
ん
で
い

た
テ
ニ
ス
の
監
督
が
青
年
海
外
協
力
隊

の
O
B
で
し
た
。
ケ
ニ
ア
で
の
活
動

の
話
を
聞
き
、
彼
の
生
き
方
に
憧
れ
、

協
力
隊
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。そ
し
て
、協
力
隊
の
募
集
で
真
っ

先
に
目
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
セ
ル
ビ

今回紹介するのは、
セルビア初の海外協力隊員。
障害児・者のスポーツ活動を支援しています。

JICA海外協力隊
がゆく

車いす利用者のサポートとしてベオグラード・マラソンに参加。

+one information
誰もがスポーツを楽しめる国に

Vol.  13

宮城勇也
みやぎ・ゆうや　24歳
出身地：沖縄県　職種：障害児・者支援
任期：2019年1月～2021年1月

セルビアin

障害のある人たちが
スポーツを楽しめるよう
サポートをしています

イラスト●さかがわ成美

教え子たちが参加した柔道の大会で。

みんなで
完走しました！

所員（総務・ボランティア事業）
野村 留美子（のむら・るみこ）

子どもの水泳指導を行う宮城さん。

バル
カン事務所から ひとこと

セルビアでは障害児・者への公的支援
が十分でなく、当事者や家族の多くが困
難な状況にあります。宮城さんの配属先
はセルビアで唯一、障害児・者を対象に
年間を通じてスポーツ指導を行っている
団体です。国外からのボランティアを受
け入れるのは初めてですが、宮城さんの
フレンドリーな性格もあり、あっという間に
人気者になっています。

　日本人にはあまりなじみのないセルビアですが、実はスポーツの分野で
は世界トップレベルの選手が多くいます。誰もが知っている人といえば、テ
ニスプレイヤーのノバク・ジョコビッチでしょうか。バレーボールもバスケット
ボールも世界トップレベルです。首都ベオグラードのきれいに整備された
公園の広場では、子どもたちがバスケットボールやサッカー、ランニングな
どに励んでいて、選手育成のための子ども向けクラブから大人が趣味とし
て参加できる場まで、街のいたるところにスポーツのできる環境があります。
　しかし、障害のある人たちがこのような施設でスポーツをしている姿
を見ることはあまりありません。街がバリアフリーでないこと、彼らにス
ポーツを教える指導者がいないこと、またそもそも外出する機会が少な
いことなど多くの課題があります。どんなに重い障害があっても環境と
少しのサポートがあれば、彼らも同じようにスポーツを楽しむことができ
ます。地域の人たちに彼らの存在を知ってもらうことで、彼らの可能性
やバリアフリーなどの必要な支援に目を向けてもらえると思います。
　セルビアの人たちはとても優しく、バスではどんなに混み合っていて
も子どもやお年寄りに席を譲り、街で困っている人がいると「何かでき
ることはない?」と声をかけます。障害があっても社会参加できる場が
あれば、きっと周りの理解も得られ、より安心して充実した生活を送る
ことができると思います。 （宮城勇也）

走
し
ま
し
た
!　

多
く
の
大
会
参
加

者
や
観
客
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
も
、
日

本
か
ら
来
た
協
力
隊
員
に
よ
る
障
害
者

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
、
セ
ル
ビ
ア
の
障
害
児
・
者
を
取

り
巻
く
環
境
に
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が

新
し
い
風
を
吹
か
せ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
人
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
協
会
で
の
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
へ
の
出
場
な
ど
を
通
し
、
多
く
の
人

に
障
害
児
・
者
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

お
た
が
い
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

その調子で
泳ごう
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教
育
委
員
会
と

協
力
し
て
実
施

　
J
I
C
A
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
海
外
協
力
隊
の
派
遣
な
ど

を
通
し
て
国
際
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
得
た
経
験
や
知
見
を
日
本
社
会

に
還
元
し
て
、
世
界
の
課
題
を
〝
自
分

ご
と
〞
と
し
て
考
え
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
教
育
現
場
や
社
会
で
の
開

発
教
育
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の

が
開
発
教
育
支
援
事
業
だ
。

　
そ
の
事
業
の
ひ
と
つ
が
教
員
向
け
研

修
で
、
各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
か
ら

の
要
請
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
も

多
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
多

文
化
共
生
が
叫
ば
れ
る
今
、
教
育
現
場

で
も
教
員
の
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
J
I
C
A
へ
の
協
力
が

要
請
さ
れ
て
い
る
。
各
地
の
教
育
委
員

会
と
相
談
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

な
が
ら
、
異
文
化
理
解
や
海
外
キ
ャ
リ

ア
、
世
界
規
模
あ
る
い
は
地
域
規
模
で

と
ら
え
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の

経
験
を
語
る

　
10
月
に
実
施
さ
れ
た
千
葉
県
の
小
学

校
初
任
者
研
修
で
も
1
時
間
の
講
座
を

J
I
C
A
が
担
当
し
た
。
2
0
1
9
年

4
月
に
千
葉
県
の
小
学
校
教
員
に
な
っ

た
ば
か
り
の
約
5
0
0
人
が
参
加
し
、

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
と
安
達
さ

ん
は
語
る
。

相
手
の
立
場
に

寄
り
添
う
こ
と
が
大
切

　
講
座
の
最
後
は
数
人
で
グ
ル
ー
プ
に

な
り
、
教
員
と
し
て
外
国
籍
の
児
童
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
っ
た
。「
ひ

と
り
で
孤
独
を
抱
え
て
い
る
だ
ろ
う
か

ら
、
積
極
的
に
声
を
か
け
る
」「
言
葉
が

な
く
て
も
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

を
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
で

き
る
」「
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
理
解

で
き
る
よ
う
写
真
や
図
を
使
う
」「
児
童

の
ル
ー
ツ
と
な
る
国
の
こ
と
を
み
ん
な

で
学
ぶ
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

出
た
。

「
児
童
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
が
わ
か

ら
な
い
保
護
者
へ
の
ケ
ア
も
必
要
と
の

具
体
的
な
意
見
に
、
教
室
の
国
際
化
を

身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
先

生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
現
状
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
安
達
さ
ん
。
最

後
に
参
加
者
が
「
こ
う
し
た
講
座
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
時
代
に
は
必
要

な
こ
と
。
他
者
と
の
違
い
を
認
め
な
が

ら
も
お
た
が
い
に
尊
重
し
合
え
る
、
そ

ん
な
教
室
運
営
を
心
が
け
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
国
際
化
の
波
が
訪
れ
て
い
る
教
育
現
場

で
、
国
際
理
解
教
育
や
開
発
教
育
は
ま

す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
現

場
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
、
J
I
C
A

は
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

J
I
C
A
千
葉
デ
ス
ク
の
安
達
夏
美
さ

ん
が
講
師
と
し
て
壇
上
に
立
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に

対
応
し
た
教
育
」。
千
葉
県
で
は
年
々
在

住
外
国
人
が
増
え
、
教
室
に
も
外
国
籍

の
児
童
が
確
実
に
増
え
て
い
る
現
状
を

紹
介
。
日
本
語
が
ま
だ
よ
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
り
、
日
本
の
習
慣
に
な
じ
ん

で
い
な
い
児
童
が
い
る
教
室
で
、
教
員

と
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

教
室
運
営
で
な
に
に
配
慮
す
べ
き
な
の

か
を
参
加
者
に
考
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

国
際
理
解
教
育
の
必
要
性
を
伝
え
る
講

座
と
な
っ
た
。

　
安
達
さ
ん
は
青
年
海
外
協
力
隊
の
テ

ニ
ス
隊
員
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
で
活
動
し

た
経
験
を
持
つ
。
赴
任
当
初
は
、
た
と

え
ば
遅
刻
し
な
い
、
練
習
中
は
先
生
の

話
を
聞
く
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
能
力

に
合
っ
た
指
導
を
行
う
な
ど
と
い
っ
た

日
本
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
通
用
せ

ず
、
疎
外
感
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
地
の
人
た
ち
と
と
も
に
過

ご
す
時
間
が
増
え
、
彼
ら
の
生
活
習
慣

や
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
は

じ
め
る
と
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
き

た
と
い
う
。

「
モ
ン
ゴ
ル
で
自
分
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
今
、
日
本
に

い
る
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
感
じ
て

い
る
こ
と
に
通
じ
る
は
ず
。
私
が
現
地

に
溶
け
込
め
た
経
緯
や
周
囲
の
人
た
ち

の
サ
ポ
ー
ト
を
伝
え
る
こ
と
で
、
言
葉

や
習
慣
に
な
じ
め
ず
に
悩
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
に
役
立
て
て
も グループワークのテーマは「教師という立場で、外国籍の児童にできる

こととは？」。最後に全体で発表。

「異なる文化を理解しよ
うとする気持ちが大切」
と語る安達さんの話を
熱心に聞く参加者たち。

教員研修に生かす
JICAの知見

小学校初任者研修 in 千葉県
年間を通して全国各地で、小・中・高校の教員に向けた研修が多数行われている。

JICAは学校現場への国際協力出前講座だけでなく、
各地の教育委員会と連携して教員研修での講座も行っている。

世界につながる教室⑦

八千代市立みどりが丘小学校  教諭
菰田泰成（こもだ・やすなり）さん

JICA千葉デスク
安達夏美（あだち・なつみ）さん

八千代市立萱
かや
田
だ
小学校  教諭

湯川真由子（ゆかわ・まゆこ）さん

　中学生のときに留学し、文化の違いをおもしろいと感
じましたが、今日の講義から、その違いに悩むこともあ
ると知りました。学校では言葉や知識を教えることが優
先されがちですが、言葉以外でのコミュニケーショ
ンの方法なども活用して、外国籍の子どもたちが
学びやすい環境をつくることも必要ですね。また
JICAには途上国の国際協力現場を訪問する教
師海外研修というプログラムがあることを知り、
ぜひ参加して自分の視野を広げ、授業にも
つなげたいと思いました。

　私のクラスにも外国籍の保護者を持つ児童がいま
す。日本語に不自由さを覚える時もあるようですが、クラ
スの児童たちと一緒に、学習したりスポーツを楽しんだり
して過ごしています。今日の講義を聞いて、教師としてそ
ういう子どもたちを見守りながらも、できるだけ関わりを多
くして、その子が得意な分野を見つけて自信を持てるよ
うにしていきたいです。

講座の最初は千葉県で外国籍の児童が増えている現状を紹介した。

研修には大勢が参加。

参加者の声

外国籍の
児童が
増えている

担当者の声

JICA国内拠点は
こちら！

　私のモンゴルの経験と、参加したみなさんがふだん
教育現場の国際化に関して感じていることが、うまくリン
クするのか少し不安もありましたが、マイノリティとして
過ごした私の姿と、教室での外国籍の子どもの姿を重
ねてもらえたようでほっとしました。途上国の現状を知る
ことは、異文化や世界の課題への気づきがあるだけで
なく、自身や日本を見直
す機会にもなり、授業や
教育活動に役立てるこ
とができます。全国各地
に私が所属するような
JICAデスクや、国内拠
点があるのでなんでも
ご相談ください。

JICAデスクは
こちら！

モンゴルでの安達さん。

26December 201927 December 2019



Re  public of Nicaragua
［ニカラグア共和国］EARTH GALLERY　Vol.135湖

と
生
き
る
日
々

網を引いて、魚を追い込んでいく人々。ニカラグア湖は、日が暮れても水はまだ温かい。

地
球
ギ
ャラ
リ
ー
写
真・文
●
柴
田
大
輔 

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

29 December 2019



塩漬けにして天日で干した高級魚の
ガスパルは、大切な収入源。

午後、漁に向かう。岸に戻るのは翌日早朝。

魚に交じってカメが捕れることもある。

湖で洗濯を済ませた女性たち。
湖と生活とは密接な関わりがある。

天日干しにする魚を浜でさばく。

朝、舟で畑に向かう人々。湖周辺では、
陸路よりも舟の方が便利だ。

父親の仕事を手伝いにきた男の子。31 December 2019



ニカラグア

ニカラグア湖

　
明
治
24
（
�
�
�
�
）年
、
創
刊
18
年
目
の『
讀

賣
新
聞
』
で
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
運
河
論
」
と
い
う
全

13
回
の
連
載
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
ニ

カ
ラ
グ
ア
運
河
開
通
の
日
は
、
即す

な
わ
ち
是こ

れ

世
界
の
商

業
を
一
変
す
る
の
日
な
り
」
と
あ
り
、
日
本
も
そ

れ
に
乗
り
遅
れ
る
な
と
続
く
。

　
当
時
、
大
西
洋
と
太
平
洋
を
行
き
来
す
る
に
は
、

南
米
大
陸
の
南
端
を
迂
回
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

15
世
紀
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
〝
新
大
陸
発
見
〞

以
来
、
欧
州
諸
国
は
ふ
た
つ
の
大
洋
を
最
短
で
結

ぶ
運
河
建
設
を
夢
見
て
き
た
。
そ
の
候
補
地
と
し

て
目
を
つ
け
た
の
が
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
〝
く

び
れ
〞
で
あ
る
中
米
地
峡
で
あ
り
、
ニ
カ
ラ
グ
ア

は
当
初
、そ
の
有
力
な
候
補
地
だ
っ
た
の
だ
。〝
夢
〞

は
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
近
隣
国
の
パ
ナ
マ

で
実
現
す
る
。
そ
れ
が
�
�
�
�
年
に
開
通
し
た

パ
ナ
マ
運
河
だ
。

　
冒
頭
の
新
聞
記
事
が
出
た
こ
ろ
の
日
本
は
、
武

士
の
世
か
ら
明
治
を
迎
え
て
、
近
代
国
家
の
道
を

歩
み
始
め
た
ば
か
り
。
記
事
か
ら
は
〝
新
生
国
家
〞

の
野
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
運
河
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
も

の
の
、
パ
ナ
マ
運
河
誕
生
後
も
〝
第
二
の
運
河
〞

と
し
て
何
度
か
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
そ

の
大
き
な
理
由
が
、
大
型
船
舶
の
航
行
も
可
能
と

考
え
ら
れ
る
中
米
最
大
の
湖
・
ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
の

存
在
だ
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
は
淡
水
湖
と
し
て
世
界

で
10
番
目
の
広
さ
で
、
淡
水
生
の
サ
メ
や
ピ
ン
ク

の
イ
ル
カ
な
ど
め
ず
ら
し
い
動
植
物
が
生
息
す
る

生
物
多
様
性
の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
世
界
中
の
人
に
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
の
湖
周
辺

で
は
、
ど
の
よ
う
な
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
の
か
。

現
地
を
訪
ね
る
と
、
湖
の
恵
み
を
得
て
穏
や
か
に

暮
ら
す
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
私
が
訪
ね
た
の
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
の
北
端
に

あ
る
サ
ン
ミ
ゲ
リ
ー
ト
と
い
う
小
さ
な
町
。
そ
こ

で
は
、
多
く
の
人
が
牧
畜
や
漁
業
に
従
事
し
て
い

た
。
早
朝
、
宿
を
出
て
散
歩
を
す
る
と
、
ま
だ
赤

い
朝
日
を
浴
び
な
が
ら
牛
の
乳
を
搾
る
親
子
と
出

会
っ
た
。
声
を
か
け
る
と
、
搾
り
た
て
の
牛
乳
を

そ
の
場
で
飲
ま
せ
て
く
れ
た
。
温
か
く
て
濃
い
甘

み
が
口
の
中
に
広
が
っ
た
。

　
午
後
、
湖
畔
の
広
場
に
行
く
と
、
グ
ロ
ー
ブ
と

バ
ッ
ト
を
手
に
し
た
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

た
。
学
校
を
終
え
た
小
学
生
ら
は
毎
日
こ
こ
で
野

球
を
す
る
と
い
う
。
中
南
米
と
い
え
ば
サ
ッ
カ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
を
は
じ
め

カ
リ
ブ
海
に
面
し
た
地
域
で
は
野
球
が
盛
ん
だ
。

　
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
近
く
で
、
釣
り
上
げ
た
1

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
魚
、
ガ
ス
パ
ル
を
さ
ば
く
男

性
を
見
か
け
た
。
さ
ば
い
た
後
は
塩
を
ま
ぶ
し
て

天
日
で
干
す
。
皮
が
ワ
ニ
の
表
皮
の
よ
う
に
硬
く
、

細
く
突
き
出
た
口
に
は
鋭
い
歯
が
並
ん
で
い
る
。

　
彼
に
、
漁
に
同
行
し
た
い
と
頼
ん
で
み
た
。「
明

日
の
午
後
3
時
く
ら
い
に
出
る
か
ら
、
来
た
ら
い

い
よ
」
と
0
,
し
て
く
れ
た
。
漁
は
翌
日
の
明
け

方
ま
で
続
く
ら
し
い
。

　
船
に
乗
る
の
は
6
人
。
出
発
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
寝

て
い
た
人
が
、
ま
だ
眠
そ
う
に
し
て
い
る
。
湖
に

出
る
と
、
暖
か
い
風
に
包
ま
れ
る
。
遠
く
に
、
煙

柴
田
大
輔（
し
ば
た・だ
い
す
け
）

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。G
O
N
F
年
、茨
城
県
生
ま
れ
。写
真
専
門
学

校
を
卒
業
後
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
活
動
。ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
13
か
国
を
旅

し
て
多
様
な
風
土
と
人
の
暮
ら
し
に
強
く
惹
か
れ
る
。H
F
F
L
年
か
ら

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
人
々
を
取
材
し
、ウ
ェ
ブ
や
雑
誌
で
発
表
す
る
。

~����PEE�
�

�
Dzw����{C�~�xw�wDy��

E

を
吐
く
活
火
山
で
あ
る
オ
メ
テ
ペ
島
の
き
れ
い
な

円
錐
形
が
見
え
る
。
最
初
の
漁
場
に
着
く
と
、
船

は
速
度
を
ゆ
る
め
て
大
き
く
弧
を
描
き
な
が
ら
網

を
水
面
に
落
と
し
て
い
く
。
し
ば
ら
く
し
て
引
き

上
げ
た
網
に
は
、
た
く
さ
ん
の
魚
だ
け
で
な
く
、

カ
メ
も
か
か
っ
て
い
た
。
ス
ー
プ
に
し
て
食
べ
る

と
お
い
し
い
の
だ
そ
う
だ
。
こ
の
日
は
天
候
も
よ

く
、
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
数
か
所
の

漁
場
を
回
り
、
翌
朝
4
時
ご
ろ
に
岸
へ
と
戻
っ
た
。

　
私
が
こ
の
土
地
を
訪
ね
た
�
�
�
�
年
当
時
は
、

中
国
資
本
に
よ
る
運
河
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ

て
い
た
。
都
市
部
で
は
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
運
河
は
国

に
発
展
を
も
た
ら
す
」
と
熱
く
夢
が
語
ら
れ
て
い

た
が
、
建
設
予
定
地
で
あ
る
湖
周
辺
で
は
大
規
模

な
反
対
運
動
が
起
き
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ

た
。
住
民
の
生
活
を
無
視
し
た
一
方
的
な
開
発
計

画
に
、
静
か
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
た
人
々
が

怒
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
反
対
運
動
が
激
し
く
な
る
な
か
で
、

結
局
資
金
難
か
ら
運
河
計
画
は
頓
挫
し
、
住
民
は

も
と
の
穏
や
か
な
生
活
に
戻
っ
た
。
漁
師
の
男
性

は
こ
う
話
す
。

「
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
か
ら
」

　
運
河
は
今
も〝
夢
〞
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

夕日が沈むニカラグア湖の向こうに、
噴煙を上げるオメテペ島のシルエットが浮かぶ。

左 ： 理髪店で髪を切る男の子。散髪代は約100円。中 ： 「将来は先生になりたい」と、勉強に励む女の子。右 ： 学校帰りに靴
磨きのアルバイトに出る兄弟と出会った。

2015年、ニカラグア運河建設に反対する住民が
抗議のデモをくり返した。
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西
バ
ル
カ
ン
地
域

　西バルカン地域とは、アルバニア、北マ
ケドニア、コソボ、セルビア、ボスニア・ヘ
ルツェゴビナ、モンテネグロの6か国です。
アルバニアを除き旧ユーゴ紛争後に独立
した国々で、紛争後の復興期を経て、今は
成長に向けて歩みを進めています。
　各国ごとに経済水準や抱える課題は異
なりますが、共通しているのは欧州連合
（EU）への加盟を目標としている点です。

欧州の中でもこの地域は発展が遅れてい
て、EU加盟は西バルカン諸国の切実な願
いです。しかし加盟には、法の支配が確保
されていること、民主主義や基本的人権が
守られていること、市場経済が機能し、EU
内での競争力に耐えられることなどの条件
があり、国によっては高いハードルです。
EU加盟の実現とともに、この地域のさらな
る安定と経済的な発展が期待されます。

紛争から復興を経て
成長に舵を切った西バルカン地域。
日本との関係が強まっています

今月のテーマ

知っておきたい
国際協力⑮

教えて! 外務省

各国がEU加盟を目標に、
経済成長に力を注いでいます。1

答えてくれた
人

外務省 国際協力局 
国別開発協力第三課

気賀沢 千代（きがさわ・ちよ）さん（右）
民間企業でのITコンサルタントとしての勤務を経
て、2017年8月から現職。

平山宗幸（ひらやま・むねゆき）さん（左）
2002年農林水産省入省。農林水産省技術会
議事務局、環境省自然環境局などを経て、18年4
月から現職。

バルカン諸国は製造業の分野をはじめ新
たな投資先としての魅力が高まっています。
　こうした取り組みを続けることによって西
バルカン地域内の協力関係を進めるととも
に、日本と西バルカン地域の交流を促進し
ていきます。

防災セミナーや青年招へい、ビジネスセミナーなどを行いました。3
最近の地域間協力はありますか？3

「西バルカン協力イニシアティブ」のもと、
地域全体への協力を進めています。2

日本の外交方針は？2

　宗教や文化、言語の異なる多くの民族
が暮らす西バルカン地域が安定し、平和に
なることは、欧州全体の安定にもつながり、
日本にとっても企業進出などの可能性が増
えます。2018 年1月、安倍晋三総理大臣
がセルビアを訪れた際には、二国間関係
の進展を確認すると同時に、「西バルカン
協力イニシアティブ」のもと、日本が同地
域全体への協力をさらに推進することを発
表しました。
「西バルカン協力イニシアティブ」は、EU
加盟を目指す西バルカン地域各国の経
済・社会改革を支援し、地域内での協力
関係促進を目的にしています。具体的には、
外務省に西バルカン担当大使を新設し、
各国との対話を強化するほか、防災・中小
企業振興などの分野における日本の知見
の共有、新しい協力案件の発掘・形成の
ためのJICA調査団の派遣などの取り組み
を行っています。
　20年にはコソボの首都プリシュティナに
兼勤駐在官事務所の設置が予定されるな
ど、西バルカン諸国とのますますの関係強

化が期待されます。これまで日本は、セルビ
アやボスニア・ヘルツェゴビナで運行されて
いる黄色いバス（9 ページ参照）のように、
目に見える形で貢献し、どの国、どの民族
に対しても公平な立場で支援を展開してき
ました。そんな日本に西バルカン諸国の
人々は親近感を抱き、厚い信頼を寄せてく
れています。その期待に応えるためにも、引
き続き各国のニーズに合った支援を行って
いきます。

日・セルビア首脳会談で握手するアレクサンダル・ブチッチ大統
領（右）と安倍総理大臣（写真提供：内閣広報室）。

西バルカン防災セミナーに集まった西バルカン諸国、ブルガリ
ア、日本、国際機関などの防災関係者。

「MIRAIプログラム」で日本を訪れた西バルカン諸国
の青年が外務省を訪問。

西バルカン諸国
の商工会議所
の代表らが参加
したビジネスセ
ミナー。

日本との
関係強化が
期待されます

　西バルカン諸国が国境を越えて取り組む
べき課題があります。それは防災や民族融
和です。
　今年2月には、西バルカン地域への支
援に意欲的なブルガリアと協力し、同地域
の共通課題である洪水への対応をテーマ
に防災セミナーを開催しました。日本やブル
ガリア、西バルカン諸国、さらに国際機関
などから防災関係者約60人がブルガリア
に集まり、防災政策の枠組みや法制度、
洪水予防のインフラ整備、防災教育など
について活発な議論が行われ、防災関係
者のネットワーク構築にもつながりました。
　一方、民族融和につながるのが青年招
へいです。昨年は外務省の「MIRAIプロ

グラム」＊で各国から計18 名の青年が日本
を訪れ、東京や広島、京都を視察したほか、
大学を訪問して日本人学生とも交流しまし
た。「自分たちの国を客観的に見ることがで
きてよかった」と感想を述べる参加者もいて、
日本での経験を帰国後に生かすことが期
待されます。
　経済分野では、日本貿易振興機構
（JETRO）などと協力し、昨年、日本で西バ
ルカンビジネスセミナーを開催しました。日
本外務省が招いた西バルカン諸国の商工
会議所の代表が、セミナーに参加した日本
企業に向けて自国の投資誘致の取り組み
や投資先としての魅力をアピールしました。
競争力の高い豊富な労働力を背景に、西

外務省ODA
広報キャラクター
ODAマン

西バルカン地域に
共通することは？1

首都：
ソフィアブルガリア

©DLE

©DLE

＊ 2015 年から始まった招へいプログラム。欧州および中央アジ
ア・コーカサス地域の大学・大学院生や若手社会人に、日本の
政治、経済、社会、歴史、文化および外交政策について理解を
深める機会を提供するとともに、同世代の日本人学生や若手実
務者との交流を行い、相互理解を促進する事業。

　西バルカン地域に隣接し、“バルカンの
母”とも呼ばれるブルガリア。西バルカン
諸国と良好な関係を維持しており、各国の
EU加盟支援を外交上の最優先課題の
一つに掲げています。現在そのブルガリア
と日本が協力し、EU加盟を目指してさまざ
まな社会・経済改革を推進している北マケ
ドニアの中小企業育成支援に取り組んで
おり、三角協力を通じた効果的なケースと
して注目されています。
　ベルリンの壁崩壊後、市場経済化の波
は西バルカン諸国にも押し寄せました。こ
の地域では長年、国営企業や公社が経
済活動の中心となっていたため民間企業

経営の歴史が浅く、同地域の持続可能な
安定と発展の観点から、中小企業育成支
援は重要な柱の一つとなっています。
　ブルガリアは、EU加盟前にJICAの技
術協力により、国立の世界経済大学に経
営人材育成のためのビジネスコースを立ち
上げた経緯があります。その世界経済大
学がビジネスコースを立ち上げた際の人材
と知見を活用し、ブルガリア政府のODA
予算とJICAとの協力により、北マケドニア
のスコピエ大学に中小企業経営者育成の
ビジネスコースを立ち上げるプロジェクトを
実現しました。長崎大学からも講師が参加
し、「日本式経営」や「品質管理」といっ

たテーマの講座で、北マケドニアの次世代
を担う熱心な若手経営者たちが耳を傾け
ています。

ブルガリアと連携し、民間ビジネス育成を支援
在外公館レポート from  Bulgaria

ブルガリア

日本人講師の講義に熱心に耳を傾ける北マケドニアの若手
企業経営者たち。

（在ブルガリア日本国大使館 一等書記官 山岸あおい）
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本
作
は
、カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
史
上

初
の
ケ
ニ
ア
映
画
と
し
て
出
品
。世
界
か

ら
熱
く
支
持
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
国
ケ
ニ
ア
で
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
、二
人
の
少
女
が
恋
に
落
ち
る
物
語

が
、い
ま
だ
同
性
愛
が
違
法
と
さ
れ
禁
固

刑
に
処
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ケ
ニ
ア
国
内

で
問
題
視
さ
れ
た
た
め
だ
。

　
タ
イ
ト
ル
に
あ
る「
ラ
フ
ィ
キ
」
と
は
、

ス
ワ
ヒ
リ
語
で
友
達
と
い
う
意
味
。二
人

の
少
女
の
友
情
は
や
が
て
淡
い
恋
に
変

わ
る
が
、性
愛
に
対
す
る
古
い
し
き
た
り

と
偏
見
、社
会
の
壁
が
少
女
た
ち
に
厳
し

い
選
択
を
迫
る
。音
楽
、ダ
ン
ス
、フ
ァッ

シ
ョ
ン
、ア
ー
ト

│
ポ
ッ
プ
で
カ
ラ
フ

ル
な
ア
フ
リ
カ
ン
ユ
ー
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
に
の

せ
、ケ
ニ
ア
社
会
が
抱
え
る
葛
藤
を
鮮
や

か
に
描
く
。
映
画
祭
へ
の
出
品
の
条
件

を
満
た
す
た
め
、同
国
で
１
週
間
だ
け

公
開
さ
れ
た
際
に
は
若
者
が
長
蛇
の
列

を
作
っ
た
と
い
う
。
変
革
期
を
迎
え
つ
つ

あ
る
ケ
ニ
ア
を
知
る
に
も
重
要
な
一
作
。

�
�
�
�
年
／
ケ
ニ
ア
、南
ア
フ
リ
カ
、フ
ラ

ン
ス
、レ
バノ
ン
、ノ
ル
ウ
ェー
、オ
ラ
ン
ダ
、ド
イ

ツ 

／
82
分

配
給
：
サ
ン
リ
ス　
監
督
：
ワ
ヌ
リ・カ
ヒ
ウ

11
月
よ
り
シ
ア
タ
ー・イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ほ

か
全
国
順
次
公
開
中
。

『
気
候
戦
士

 

〜
ク
ラ
イ
メ
ー
ト・ウ
ォ
ー
リ
ア
ー
ズ
〜
』

　

本
作
は
世
界
が
抱
え
て
い
る
気
候
問

題
に
挑
戦
す
る〝
気
候
活
動
家
〞に
密

着
し
た
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
。

　

彼
ら
は
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や

創
造
的
な
社
会
変
革
行
動
を
武
器
に

闘
う〝
気
候
戦
士
〞だ
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
は
汚
染
物
質
だ
と
認

め
さ
せ
る
た
め
に
米
国
政
府
機
関
を
提

訴
し
た
ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ

ガ
ー
さ
ん
や
、気
候
変
動
を
阻
止
す
る

た
め
に
積
極
的
に
活
動
す
る
17
歳
の

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
シ
ュ
ー
テ

ス
カ
ッ
ト
・マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
さ
ん
、孫
の
世

代
の
た
め
に
わ
ら
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
を
実
用
化
し
た
発
明
家
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
活
動
し
て
い
る
人

び
と
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
監
督
の
カ
ー
ル�

"
・フェヒ
ナ
ー
さ
ん
は

「
立
ち
上
が
ろ
う
�
そ
し
て
100
パ
ー
セ
ン

ト
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
現
の
た
め
に

今
こ
そ
行
動
し
よ
う
�
」と
呼
び
か
け
る
。

�
�
�
�
年
／
ド
イ
ツ
／
86
分

配
給
：
ユ
ナ
イ
テ
ッド
ピ
ー
プ
ル

監
督
：
カ
ー
ル�

"・フェヒ
ナ
ー

11
月
29
日（
金
）よ
り
、ヒューマ
ン
ト
ラ
ス
ト
シ

ネ
マ
渋
谷
ほ
か
全
国
順
次
公
開
中
。

 『
ラ
フ
ィ
キ 

ふ
た
り
の
夢
』

　今年で 22 回目を迎える国際協力フェ
スタでは「SDGs for all～ “ちがい”を
知ろう!楽しもう!～」をテーマに、国際交
流や国際協力活動を続ける約30の企
業、団体、NPOなどが集まって、さまざま
な催しを行う。チャリティバザーや活動紹
介、ステージイベントなどを通して、楽しみ
ながら国際協力について理解を深められ
るイベントとなっている。

JICA北海道（札幌）

12月21日（土）
道内最大の国際協力イベント

●北海道国際協力フェスタ２０１9
　「SDGs for all ～“ちがい”を知ろう！楽しもう！～」
日時： 2019年12月21日（土）
会場：札幌駅前地下広場（チ・カ・ホ）  北3条交差点広場
 北海道札幌市中央区北1条
主催： 北海道NGOネットワーク協議会
 　（北海道国際協力フェスタ実行委員会）

入場無料、事前申し込み不要。

詳細はJICA北海道（札幌）まで。
 （TEL：011-866-8421）

詳細はこちら

2019
DECEMBER

JICAイベントカレンダー

　JICA東京公式サポー
ターでもある「東京SDGs
吹奏楽団」は音楽を通し
てSDGsを広める活動をし
ている。今回はJICA東京で
「東京SDGs吹奏楽団ウィ
ンターコンサート」を開催。
楽団のオリジナル曲である
「SDGs賛歌」やクリスマ
スソングなどを披露する。

●JICA東京×東京SDGs吹奏楽団ウィンターコンサート
　「音楽で国際協力！
　 ～音楽を通してSDGsについて考えよう～」
日時： 2019年12月21日（土）15 :00～17:00（開場14:30）
会場： JICA東京 講堂　東京都渋谷区西原2-49 -5

入場無料、事前申し込み不要。

詳細はJICA東京まで。
 （TEL：03-3485 -7680）

JICA東京 12月21日（土）

映画の新着情報イチオシ！

緒方貞子 元理事長逝去のお知らせ

独立行政法人国際協力機構 元理事長の緒方貞子さんが
2019年10月22日に逝去されましたことを、謹んでお知らせ申し上げます。

緒方貞子
 （おがた・さだこ）
生年月日 ： 
昭和2（1927）年9月16日
逝去日 ： 
令和元（2019）年10月22日
 （享年92歳）

経歴
・1951年 聖心女子大学英文科卒業
・1953年 ジョージタウン大学にて国際関係論修士号取得
・1963年 カリフォルニア大学（バークレー校）にて政治学博士号取得
・1965年～1979年 国際基督教大学非常勤講師・準教授
・1976年4月 国際連合日本政府代表部  公使
・1978年4月～1979年8月 特命全権公使  国際連合日本政府代表部在勤
・1978年～1979年 UNICEF執行理事会議長
・1979年11月 外務省参与
  （カンボジア難民救済実情視察団団長、
 団長としての期間大使の名称付与）

・1980年～1988年 上智大学国際関係研究所教授
・1981年～1985年 婦人問題企画推進会議委員
・1982年～1985年 国連人権委員会政府代表
・1983年～1987年 国際人道問題独立委員会委員
・1987年～1988年 上智大学国際関係研究所長
・1989年～1991年 上智大学外国語学部長
・1991年～2000年 第8代国連難民高等弁務官（UNHCR）
・2001年～2003年 人間の安全保障委員会共同議長
・2001年～2004年 アフガニスタン復興支援総理特別代表
・2003年～2004年 国連有識者ハイレベル委員会委員
・2003年～2011年 人間の安全保障諮問委員会委員長
・2003年10月～2012年3月 独立行政法人国際協力機構理事長
・2012年4月～2014年9月 独立行政法人国際協力機構特別顧問
・2012年4月～2016年3月 外務省顧問
・2014年10月～2018年3月 独立行政法人国際協力機構特別フェロー
・2018年4月～ 独立行政法人国際協力機構名誉顧問

　ご逝去の報に接し、深い悲しみの念を禁じ得ません。独立行
政法人国際協力機構を代表して哀悼の意を表し、ご遺族のみな
さまに対し謹んでお悔やみを申し上げます。
　緒方貞子元理事長は、国際社会の平和に向け、多大なる貢
献と活躍をされた日本を代表する方です。国際協力機構理事長
としても「人間の安全保障」の実践をはじめ、日本の国際協力を
長年にわたり牽引されました。
　そのご功績と在りし日のお姿を偲びつつ、安らかなる眠りをお祈
り致します。
 理事長 北岡伸一

 ［記帳所のご案内］
設置場所：JICA本部（麹町および市ヶ谷）1階受付付近
 JICAの国内全拠点
設置期間：2019 年11月13日（水）～12月12日（木）
 （土・日・祝日を除く）　 9 :30～17:30
香典、供花などはお預かりできませんのでご了承ください。

葬儀は近親者によってすでに執り行われました。
後日「偲ぶ会（仮称）」を執り行う予定です。
日時・場所など詳細はあらためてJICAウェブサイトでご案内いたします。

東京SDGs吹奏楽団
ウィンターコンサート

ⒸBig World Cinema

ⒸfechnerMEDIA
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mundi

  1月号  特集 
栄養改善  食の不均衡に、みんなで挑む
途上国が直面する「低栄養」「過栄養」という課題─生命・健康の維持に欠かせ
ない“栄養”へのさまざまなアプローチを紹介します。

次号予告（2020年1月1日発行予定）

JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
また、こんな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せくだ
さい。お寄せくださった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げま
す。下記項目をお書き添えのうえ、巻末のアンケートはがき、Eメー
ル、またはファクスでお送りください。
●氏名　●住所　●電話番号　●年齢　●性別　●職業
●本誌を入手した場所　●面白かった記事　●本誌へのご意見・
ご感想　●JICAへのご意見・ご質問　●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載す
る場合があります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報
は、プレゼントの発送および誌面の向上に役立てること以外の目的で使
用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます

◎応募締め切り 2020年1月15日

アンケートのお願い プレゼント
付き ［2019年12月号のプレゼント］

セルビアのお土産
鍋つかみ、
キッチンタオル、
鍋敷きのセット
1名様

1

コソボのお土産
フェルトの白い帽子
1名様

2
書籍

 『これで子や孫までスレブレニツァで
 また暮らせる。ありがとう。

 ―ボスニア紛争悲劇の街、復興支援の記録』
大泉泰雅 著　

発行：佐伯印刷
1名様

3

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでもご覧になれます。
http://www.jica.go.jp/publication/mundiJICA mundi

読者の声

毎号テーマがあって、いつも新しい発見があり刺激を受けます。「世界につなが
る教室」のなかの「スカイプで海外の学生と交流」が印象的で、ミステリー・ス
カイプを想像するだけでワクワクしました。英語を勉強する楽しさはもちろん、す
べての勉強の源になるのではと思わせてくれました。今後も日本と世界の教育
にスポットを当ててほしいです。
（島根県／30代／女性）

インターネット社会とはいえ、小さな町に住んでいると自分のなかで情報が偏りが
ちですが、『mundi』を読むことで世界情勢の一片を知る機会を得ています。
（兵庫県／20代／男性）

10月号「JICAの仕事 プロジェクトはこうして動く」を読んで
「JICA協力隊がゆく in サモア」は、ラグビーワールドカップの開催時期と重な
り非常にタイムリーでした。内容も事前対策として貪るようにして読みました。
（香川県／60代／男性）

NGOってなんだろう？ と思いながらいつも拝見していました。まだまだ世界に
は知らない国、知らない現状があるのだと考えさせられます。JICAの取り組みは
「重く」、でもとても「大切」なことばかりだと思います。世界でつらい思いをし
ている人が一人でも減ることを願っています。今後もJICAの取り組みに期待し
ています。
（愛知県／50代／女性）

9月号「NGO 世界をつなげる市民のちから」を読んで

●申し込み方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の
送本期間・送付開始月号を明記のうえ、所定の金額（送
料＋手数料）を郵便局でお支払いください。入金の確認
後、発送の手配をいたします。入金から1週間程度かかる
こともありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なりますの
　で『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。
＊消費税率改定にともない、所定の金額も変更となりました。
　金額：6か月1,100円（税込）、12か月2,200円（税込）

定期送本の
ご案内

ラオス・香川県・JICAが
農業の課題解決に向けて連携

 JICAのニュース&トピックスをもっと読みたい方はアクセス！
https://www.jica.go.jp/information/index.html
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ODA事業と外国人技能実習生の協働ニュース深掘り ！
　
外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
途
上
国
の
経
済
発

展
を
担
う〝
人
づ
く
り
〞に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
が
、現
実
に
は
実
習
生
が
国

内
の
人
手
不
足
を
補
う
労
働
力
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
、習
得
し
た
技
能
が
帰
国
後
に
生
か
さ
れ

て
い
な
い
と
いっ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
フ
ァーマ
ー
ズ
協
同
組
合
は
従
来
か
ら
こ
う
し
た

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
お
り
、実
習
生
が
母

国
に
帰
っ
た
後
の
活
躍
の
場
を
設
け
る
た
め
現
地

に
農
業
生
産
法
人
を
設
立
し
た
り
、実
習
中
は
適

切
な
指
導
で
技
能
を
伝
え
る
な
ど
、地
域
を
担

う
人
材
と
し
て
実
習
生
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、途

上
国
へ
の
技
術
移
転
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
こ
の
取
り
組
み
に
0
%
"
を

連
携
さ
せ
、シ
ェ
ン
ク
ワ
ン
県
の
農
業
生
産
の
発

展
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。香
川
県
の
多
様
な

関
係
者
の
力
を
借
り
な
が
ら
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

強
化
、農
家
の
組
織
化
、種
苗
物
の
ラ
オ
ス
輸
出

に
関
わ
る
検
疫
や
通
関
の
側
面
支
援
な
ど
、多

方
面
の
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

　
現
在
+
*
$
"
で
は
、外
国
人
材
の
往
来
を

通
じ
た
地
方
活
性
化
と
人
材
育
成
が
融
合
し
た

支
援
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
、特
に
農
業
分
野
で

行
って
い
ま
す
。今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
途
上
国
の

農
村
と
日
本
の
地
域
の
双
方
が
と
も
に
発
展
・
共

存
す
る
先
行
事
例
と
し
、他
の
途
上
国
で
も
そ

の
知
見
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

大学院で農学修士号を
取得後2006年に入構。ス
リランカ事務所、財務部
を経て、19年8月より現職。
「日本の人手不足は深刻
であり、外国人材の受け
入れ拡大・活用が待ったな
しの状況で、JICAができる
協力を考えていきます」。

農村開発部
農業・農村開発
第一グループ

篠崎祐介さん
しのざき・ゆうすけ

香川のファーマーズ協同組合でオクラの梱包を行う外国人技能実習生。

│11月 14日│  パラグアイ政府により国家功労賞を受章
   日本の40年以上にわたる国際協力の貢献に対し、同国政府より叙勲された。

│11月 8日│  JICAと損保ジャパン日本興亜が連携へ
   損保会社に蓄積された安全情報の日本企業への提供などにより、企業の海外展開支援の強化や日本国内の地域活性化を促進。

│11月 5日│  プノンペン初の公共下水道施設の整備へ 
   カンボジア向け無償資金贈与契約を締結。地域住民の生活環境改善に貢献。

　
高
齢
化
や
産
地
間
競
争
の
激

化
に
よ
っ
て
日
本
の
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す

な
か
で
、
+
*
$
"
は
10
月
25

日
に
、ラ
オ
ス
農
業
森
林
省
、香

川
県
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
協
同
組
合
と

「
持
続
的
農
業
開
発
に
か
か
る

シ
ェ
ン
ク
ワ
ン
・
香
川
県・

+
*
$
"
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
開
始
し
た
。
今
後
3
年
間
に

わ
た
っ
て
ラ
オ
ス・
シ
ェ
ン
ク
ワ
ン

県
の
農
業
振
興
と
日
本
に
お
け

る
外
国
人
材
受
け
入
れ
の
促
進

を
図
る
。

　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
協
同
組
合
は
こ

の
8
月
に
シ
ェ
ン
ク
ワ
ン
県
に
農

業
生
産
法
人
を
設
立
。同
組
合

が
現
地
法
人
を
拠
点
に
苗
木
の

生
産
・
販
売
や
農
家
へ
の
栽
培

指
導
な
ど
を
行
う
一
方
で
、

+
*
$
"
は
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
し
て
、行
政
の
能
力
強
化

や
農
家
の
組
織
化
、種
苗
の
提

供
を
行
う
。こ
れ
に
よ
り
、シ
ェ

ン
ク
ワ
ン
県
の
農
産
物
の
生
産

量
を
国
内
市
場
や
近
隣
国
へ
出

荷
で
き
る
規
模
に
ま
で
引
き
上

げ
、生
計
向
上
を
目
指
し
て
い

く
。

　
香
川
県
で
は
外
国
人
技
能
実

習
生
の
受
け
入
れ
環
境
改
善
な

ど
を
目
指
し
て
、県
内
の
民
間

企
業
や
/
1
0
な
ど
も
事
業
に

参
画
し
、オ
ー
ル
香
川
に
よ
る
取

り
組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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今ある資源を大切に

「わたしが見つけたSDGs」に写真と原稿をお寄せください。貧困や気候変動、格差ほか、いま世界が直面
している課題に取り組む人々の姿など、SDGsの17の目標を身近に感じられる作品をお寄せください。
応募要項：写真1点（ご自身が撮影されたもの）、文字原稿400字以内。
＊写真内の被写体に関する肖像権およびその他の権利は、投稿者の責任において被写体や権利保持者
の承諾を得るなど必要な措置をとったうえでご応募ください。

ご応募・お問い合わせ先▶ML_JICAPR@jica.go.jp（『mundi』編集部宛て）

あなたの投稿をお待ちしています！

　
今
年
の
夏
、
大
学
の
「
4
%
(
T
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
／
ナ
ミ
ブ
砂
漠
で
学
ぶ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
」
に
参
加
し
、
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
に
あ
る
ナ

デ
ィ
ー
ト＊

・
セ
ン
タ
ー
で
〝
究
極
の
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
〞
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ナ
デ
ィ
ー
ト
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
が
抱
え
て

い
る
課
題
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
。
ナ
ミ
ビ
ア
に
は
、
送
電
網
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
不
十
分
な
た
め
に
薪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
暮
ら
す
人
も
存
在
し
ま
す
。
ナ
デ
ィ
ー

ト
で
は
生
活
に
関
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
直
射
日
光

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
太
陽

熱
を
利
用
す
る
器
具
を
使
え
ば
、
送
電
網
や
薪
を

利
用
し
な
く
と
も
調
理
を
し
た
り
水
を
温
め
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
一
人
に
つ
き
、
実

際
に
使
用
し
た
電
気
量
は
一
日
約
3
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。

東
京
で
の
暮
ら
し
の
約
15
パ
ー
セ
ン
ト
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
生
活
を
実
体
験
を
通
じ
て
伝
え
る

こ
と
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
の
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
を
抑
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
限
り
あ

る
資
源
を
守
り
、
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
に
も
貢
献

す
る
の
で
す
。
私
も
東
京
で
で
き
る〝
自
分
な
り
の
〞

資
源
を
無
駄
に
し
な
い
生
活
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
量
を
抑
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
月
の
投
稿（
文
と
写
真
）安
藤
穂
乃
佳
さ
ん

聖
心
女
子
大
学
の
学
生
。ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
参
加
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
Ｎ

ａ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
へ
の
募
金
活
動
を
実
施
中
。

＊
ナ
デ
ィ
ー
ト
：
Ｎａ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ（/

BN
JC %

FTFSU &OWJSPON
FOUBM 

&EVDBUJPO 5SVTU

）の
略
称
。２
０
１
８
年
に「
ユ
ネ
ス
コ
／
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ

賞
」を
受
賞
し
た
非
営
利
組
織
。

持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: 
SDGs）は「誰一人取り残さない」をスローガンに、格差や
貧困、環境破壊など世界が直面している問題の根本的
な解決を目指す17分野の国際目標。

SDGsとは

持続可能な開発目標（SDGs）とJICAの取り組み
URL：https://www.jica.go.jp/aboutoda/sdgs/
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m
undi

ナミブ砂漠にて、ナディートのスタッフら関係者と。

1．貧困をなくそう　7 ．エネルギーをみんなに そしてクリーンに
12 ．つくる責任 つかう責任　13 ．気候変動に具体的な対策を　

わた
しが見つけた
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